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『
字
音
仮
字
用
格
』
の
成
立
と
本
居
宣
長
の
古
典
研
究

―
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
・
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
を
中
心
と
し
て
―

髙　

橋　

俊　

之

一
、
は
じ
め
に

　

安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
字
音
仮
字
用
格
』
は
本
居
宣
長
の
漢
字
音
と
仮
名
遣
い
の
研
究
書
で
あ
る
。
僧
・
契
沖
の

仮
名
遣
い
研
究
や
僧
・
文も

ん

雄の
う

に
よ
る
『
韻
鏡
』
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、定
家
仮
名
遣
い
が
定
着
し
て
以
降
混
同
さ
れ
て
い
た
、あ
行
「
お
」

と
わ
行
「
を
」
の
仮
名
遣
い
の
所
属
を
正
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
書
で
あ
る
。

　

本
居
宣
長
の
字
音
仮
名
へ
の
関
心
は
、
医
者
と
な
る
べ
く
京
都
に
遊
学
す
る
以
前
か
ら
既
に
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦
元

年
（
一
七
五
一
）
の
奥
書
を
も
つ
『
假
名
都
加
比（

１
）』

で
は
、「
音
之
假
名
遣
之
事
」
と
し
て
、
掲
出
す
る
仮
名
に
対
応
す
る
字
音
を
持
つ

漢
字
を
列
挙
し
て
お
り
、『
字
音
仮
字
用
格
』
の
原
型
と
も
い
え
る
。
こ
の
『
假
名
都
加
比
』
の
中
で
、宣
長
は
、文
雄
の
『
和
字
大
観
鈔
』

（
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
刊
）
を
多
く
引
用
し
て
、
書
き
入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
に
お
い

て
も
、
契
沖
の
説
と
文
雄
の
説
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宣
長
の
字
音
研
究
に
お
い
て
、
契
沖
・
文
雄
の
影
響
は
大
き
い
。

　
『
万
葉
集
』
の
研
究
を
通
し
て
、中
世
以
来
の
「
定
家
仮
名
遣
い
」
が
古
文
献
の
仮
名
遣
い
に
一
致
し
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
契
沖
は
『
和
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字
正
濫
鈔
』
を
著
し
、
定
家
仮
名
遣
い
の
誤
り
を
正
し
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
あ
行
・
や
行
・
わ
行
の
喉
音
三
行
の
仮
名
遣

い
で
あ
っ
た
。
文
雄
は
、『
韻
鏡
』
に
記
さ
れ
た
「
開
」「
合
」「
開
合
」
と
い
う
口
の
開
き
具
合
を
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
転
図
に
よ
っ
て
、

発
声
の
軽
重
の
違
い
と
仮
名
遣
い
を
説
明
づ
け
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、文
雄
が
著
し
た
『
韻
鏡
』
研
究
の
書
で
あ
る
『
磨
光
韻
鏡
』（
延

享
元
年
（
一
七
四
四
）
刊
）
に
は
、諸
本
間
の
異
同
に
問
題
が
あ
り
、「
お
」
の
仮
名
「
於
淤
飫
」
が
記
さ
れ
る
第
十
一
転
図
が
本
来
「
開
」

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
合
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て
お
り
、
開
口
音
の
「
お
」
の
仮
名
が
『
韻
鏡
』
転
図
の
「
開
」
と
「
合
」
の
双
方
に

所
属
す
る
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、文
雄
の
『
韻
鏡
』
研
究
を
踏
ま
え
た
本
居
宣
長
の
安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
も
、

そ
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。『
韻
鏡
』
の
転
図
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
に
太
田
全
斎
『
漢
呉
音
図
』（
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
刊
）、
東
条
義
門
『
於
乎
軽
重
義
』（
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
刊
）
に
よ
っ
て
、
第
十
一
転
図
が
「
開
」
に
正
さ
れ
、
あ

行
は
開
口
音
、
わ
行
は
合
口
音
と
し
て
、
明
瞭
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
と
な
る（

２
）。

本
居
宣
長
は
、『
韻
鏡
』
転
図
の
開
合
に
問
題
を
抱
え
た

ま
ま
、
あ
行
「
お
」
と
わ
行
「
を
」
の
仮
名
遣
い
の
所
属
を
正
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
に
、
宣
長
が
想
定
し
た
の
が
「
御
國
ノ
音

ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
の
概
念
で
あ
っ
た（

３
）。

　

國
學
院
大
學
図
書
館
に
、宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
奥
書
を
も
つ
『
字
音
仮
名
遣
』
の
写
本
が
あ
る
。
本
居
宣
長
が
「
お
」
と
「
を
」

の
所
属
を
正
し
た
安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
が
刊
行
さ
れ
る
十
五
年
前
の
稿
本
で
あ
り
、「
お
」「
を
」
の
所
属
に
つ
い
て
は
、

旧
来
の
ま
ま
、
あ
行
「
を
」、
わ
行
「
お
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
永
五
年
版
本
が
、
文
雄
の
『
韻
鏡
』
研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

「
御
國
ノ
古
書
」
と
し
て
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
と
い
っ
た
文
献
を
引
用
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
宝
暦
十
一
年
稿
本

は
「
古
書
」
に
用
い
ら
れ
る
字
音
仮
名
で
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
出
典
に
つ
い
て
は
明
確
で
は
な
い
。
さ
ら
に
は
、
安
永
五

年
版
本
に
あ
る
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
を
手
が
か
り
と
し
て
、
本
居
宣
長
の
字
音
仮
名
の
研
究
の
変
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遷
と
宝
暦
十
一
年
稿
本
に
「
古
書
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
献
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
宣
長
の
古
典
研
究
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
・
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
の
書
誌

　
『
字
音
仮
字
用
格
』
に
お
け
る
宣
長
の
字
音
仮
名
・
古
典
研
究
の
変
遷
を
確
認
し
て
い
く
上
で
、
ま
ず
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
の

宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
の
書
誌
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

表
紙
：
代
赭
色
表
紙

外
題
：「
字
音
假
名
遣　

全
」（
左
打
付
書
）

内
題
：「
字
音
假
名
遣
」

装
幀
：
袋
綴
（
四
つ
目
綴
）

寸
法
：
縦
二
六
・
七
糎
×
横
十
六
・
八
糎

巻
冊
：
一
冊

丁
数
：
墨
付
三
十
四
丁

奥
書
：「
寳
暦
十
一
年
辛
巳
仲
夏
／
（
低
七
格
）
舜
庵
本
居
宣
長
撰
」

貼
紙
：�「
千
□
百
五
十
／
凹
邨
文
庫
／
（
低
二
格
）
一
冊
」（
表
紙
）�

「
宣
長
大
人
真
筆
請
合
」（
表
見
返
し
）�

「
横
山
先
生
様
（
欄
外
）
／
（
低
八
格
）
記
／
・
字
音
か
な
つ
か
い
ひ　
〈
本
居
宣
長
自
筆
稿
本
／
紙
三
十
四
葉
大
本
〉　

一
冊

八
万
五
十
円
／
（
古
書
肆
印
）」（
裏
見
返
し
〔
日
東
印
原
稿
用
紙
〕）

印
記
：�「（
低
一
格
）
伊
賀
國
上
野
市
本
町
／
書
肆　

沖
森
直
三
郎
／
（
低
四
格
）〈
電
話
三
六
一
番
／
振
替
大
阪
五
二
九
〇
九
番
〉」（
古

21-12-352_037_髙橋俊之様.indd   3921-12-352_037_髙橋俊之様.indd   39 2022/02/24   11:45:272022/02/24   11:45:27



40

書
肆
印
）

別
添
：�「
本
居
宣
長
自
筆
／
（
低
一
格
）
初
稿
本　

字
音
か
な
つ
か
ひ　
　
　

一
冊
／
（
低
三
格
）
寳
暦
十
一
年
仲
夏
稿　

紙
三
十
四

葉
／
（
一
行
ア
キ
）
／
本
稿
本
宝
暦
十
一
年
先
生
三
十
二
歳
の
時
の
初
度
／
編
述
字
音
か
な
つ
か
ひ
の
原
稿
本
な
り
然
し
て
／

最
後
の
稿
成
り
て
刻
成
頒
布
に
先
き
立
つ
／
十
五
年
前
の
も
の
な
り
即
ち
先
生
未
だ
縣
居
翁
／
の
門
に
入
ら
さ
る
當
時
漢
字
音

格
等
を
考
へ
／
本
書
に
手
を
着
け
ら
れ
し
も
の
に
し
て
其
の
／
前
後
に
開
板
せ
る
語
意
考
真
淵
冠
辞
考
同
上
／
古
言
梯
（
魚
彦
）

等
と
期
を
同
う
せ
る
ハ
本
邦
語
学
／
国
語
の
再
興
飛
躍
時
と
云
ふ
べ
し
／
五
十
音
図
の
中
の
「
オ
」
を
「
ワ
」
行
の
「
ヲ
」
を

「
ア
」
行
／
と
し
て
從
來
の
先
學
者
の
錯
置
せ
ら
れ
し
／
侭
な
り
し
を
安
永
五
年
本
書
刻
本
完
成
に
／
到
り
古
に
復
し
其
由
委

し
く
編
じ
あ
り
し
故
／
當
時
よ
り
非
常
の
卓
見
と
し
て
其
真
價
を
／
喧
傳
せ
ら
れ
し
も
の
な
り
／
本
稿
本
未
だ
學
界
に
知
ら
れ

ざ
る
／
先
生
手
筆
の
初
稿
本
に
し
て
重
要
典
籍
な
り
／
刻
本
と
の
差
異
を
考
察
す
る
時
其
変
遷
／
は
本
邦
語
學
史
上
の
資
料
た

る
を
信
ず
／
本
書
も
と
凹
村
文
庫
の
襲
蔵
品
な
り
凹
村
文
／
庫
は
勢
南
松
阪
郊
外
久
保
に
存
せ
り
／
本
居
門
乾
氏
の
蔵
庫
に
し

て
彼
の
小
津
氏
／
西
荘
文
庫
と
並
び
称
さ
れ
し
抄
籍
に
／
富
み
し
著
名
文
庫
な
り
」（
日
東
印
原
稿
用
紙
、
仮
綴
じ
冊
子
）

　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
の
宝
暦
十
一
年
稿
本
の
詳
細
な
書
誌
は
右
の
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
安
永
五
年
版
本
の
書
名
は
『
字
音
仮
字

用
格
』
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
外
題
・
内
題
と
も
に
「
字
音
假
名
遣
」
と
な
っ
て
い
る
。
目
次
の
立
項
や
総
論
部
の
内
容

に
お
い
て
は
、
安
永
五
年
版
本
と
宝
暦
十
一
年
稿
本
と
で
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
後
半
部
の
字
音
仮
名
の
掲
出
に
つ
い
て
は
、
排

列
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
体
裁
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
奥
書
に
は
「
寳
暦
十
一
年
辛
巳
仲
夏
／
舜
庵
本
居
宣
長
撰
」
と
あ
り
、

『
字
音
仮
字
用
格
』
の
宝
暦
十
一
年
段
階
の
稿
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
表
紙
に
貼
付
さ
れ
た
「
凹
邨
文
庫
」
の
蔵
書
票
と
仮
綴
じ
さ
れ
た
別

添
の
原
稿
用
紙
に
記
さ
れ
た
識
語
か
ら
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
原
稿
用
紙
は
、
裏
見
返
に
貼
付
さ
れ
た
古
書
肆
の
貼
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り
紙
と
同
じ
で
あ
る
。
識
語
に
よ
れ
ば
、
本
居
門
の
乾
氏
か
ら
古
書
肆
の
沖
森
直
三
郎
氏
の
手
を
経
て
、
横
山
重
氏
の
も
と
に
渡
っ
た
こ

と（
４
）が

分
か
り
、
現
在
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
凹
邨
文
庫
」
は
伊
勢
の
久
保
に
あ
っ
た
文
庫
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
識
語
に
記
さ
れ
る
本
居
門
の
乾
氏
に
つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
の
『
授
業
門
人
姓
名
録（

５
）』

や
『
来
訪
諸
子
姓
名
住
国
并
聞

名
諸
子（

６
）』

に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
本
居
春
庭
、
本
居
大
平
、
本
居
内
遠
の
「
門
人
録
」
に
も
名
前
を
見
出
す
こ

と
は
で
き
な
い（

７
）。

し
か
し
、
櫛
田
川
沿
い
の
清
水
村
の
商
家
で
あ
っ
た
乾
家
の
系
図
で
あ
る
『
乾
家
累
代
記
録
』
に
よ
れ
ば
、
乾
家
の
第

七
代
当
主
・
乾
富
敬
は
、
歌
を
荒
木
田
久
守
に
師
事
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。
荒
木
田
久
守
は
、
荒
木
田
久
老
の
次
男
で
、
本
居
春
庭
の

「
門
人
録
」
に
「
文
化
七
年
庚
午
年
」「
橋
村
肥
後
正
任
」
と
あ
り
、
父
・
久
老
没
後
に
春
庭
の
門
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
淳
氏

に
よ
れ
ば
、
久
守
は
、
宣
長
の
「
門
人
録
」
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
『
金
銀
入
帳
』
に
「
橋
村
図
書
（
荒
木
田
久
守
）」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
授
業
料
を
納
め
、
門
人
と
同
等
の
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
別
添
の
原
稿

用
紙
に
記
さ
れ
た
乾
氏
と
は
、
清
水
村
の
商
家
・
乾
家
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
凹
邨
文
庫
」
の
名
は
乾
家
の
文
庫
が

久
保
村（

（1
（

に
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、『
字
音
仮
名
遣
』
の
宝
暦
十
一
年
稿
本
に
つ
い
て
は
、
大
野
晋
氏
に
よ
る
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る（

（1
（

。

宣
長
が
松
坂
に
歸
っ
て
、
四
年
を
經
た
寶
曆
十
一
年
（
一
七
六
一
）
の
奥
書
の
あ
る
斷
片
十
五
枚
（
天
理
圖
書
館
所
藏
）
に
、
そ
の

一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
容
は
、
明
ら
か
に
後
の
『
字
音
假
字
用
格
』
で
、
そ
の
體
裁
も
後
の
『
字
音
假
字
用
格
』
と

一
致
す
る
。
そ
れ
は
浄
書
し
た
原
稿
で
、
い
ま
筆
者
は
こ
れ
を
假
り
に
「
字
音
假
字
用
格
寶
曆
十
一
年
稿
」
と
名
づ
け
る
こ
と
と
す

る
。
裏
の
『
鈴
屋
歌
集
卷
二
』
の
板
下
下
書
の
末
尾
に
は
、「
午
ノ
正
月
五
日
此
卷
板
下
書
了
」
と
宣
長
の
手
跡
が
あ
る
か
ら
、
そ

れ
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
宣
長
六
十
九
歲
の
筆
で
あ
り
、「
字
音
假
字
用
格
寶
曆
十
一
年
稿
」
の
末
尾
に
は
、
大
き
く
「
寶
曆

十
一
年
辛
巳
仲
夏
舜
庵
本
居
宣
長
撰
」
と
あ
る
か
ら
、こ
ち
ら
が
本
來
の
表
で
、そ
れ
は
宣
長
三
十
二
歳
の
筆
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
鈴
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屋
歌
集
卷
二
』
の
方
が
「
字
音
假
字
用
格
寶
曆
十
一
年
稿
」
の
裏
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

天
理
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本（

（1
（

に
つ
い
て
は
、
筆
者
未
見
の
た
め
、
別
稿
を
期
し
た
い
が
、
宣
長
が
浄
書
し
た
宝
暦
十
一
年
稿
本
が

複
数
冊
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
宣
長
自
身
が
浄
書
し
た
宝
暦
十
一
年
稿
本
が
転
写
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
天
理
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
が
『
鈴
屋
歌
集
巻
二
』
の
紙
背
と
し
て
利
用
さ
れ
た
十
五
枚
の
断
片
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
國

學
院
大
學
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
は
、
三
十
四
丁
と
多
く
、
首
尾
を
完
備
し
て
お
り
、
宝
暦
十
一
年
段
階
に
お
け
る
体
裁
を
留
め
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
と
版
本
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
居
宣
長
の
宝

暦
十
一
年
か
ら
安
永
五
年
ま
で
の
字
音
仮
名
遣
い
研
究
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
と
安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』

　

宝
暦
十
一
年
稿
本
か
ら
安
永
五
年
版
本
へ
の
変
遷
を
理
解
す
る
上
で
、
ま
ず
は
、
両
書
の
目
次
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
宝
暦
十
一
年

稿
本
に
は
、
見
出
し
が
無
い
箇
所
も
存
在
す
る
た
め
、
見
出
し
の
無
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、（　

）
を
付
し
て
、
便
宜
的
に
仮
の
見
出
し

を
付
け
た
。

▽
宝
暦
十
一
年
稿
本

（
○
総
論
）

○
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖

（
○
い
・
ゐ
ノ
假
名
）

○
を
・
お
ノ
假
名

○
え
・
ゑ
ノ
假
名

▽
安
永
五
年
版
本（

（1
（

○
喉
音
三
行
辨
〈
三
行
分
生
圖
・
輕
重
等
第
圖
〉

○
お
を
所
属
辨

○
字
音
假
字
緫
論
〈
字
音
開
合
指
掌
圖
・
字
音
假
字
三
會
圖
〉

○
凡
例

○�

い
ゐ
之
假
字
〈
い
う
・
い
ゆ
う
・
い
ゆ
・
い
ふ
・
い
や
う
・
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○�

あ
う
・
わ
う
・
を
う
・
お
う
・
あ
ふ
・
わ
ふ
・
を
ふ
・
お

ふ
ノ
假
名

○
い
う
・
い
ゆ
う
ノ
假
名　

い
ふ
・
ゐ
ふ
附

○�
い
や
う
・
ゐ
や
う
・
い
よ
う
・
ゐ
よ
う
・
え
う
・
ゑ
う
・

え
ふ
・
ゑ
ふ

○
き
う
・
き
ふ
ノ
假
名

○�

か
う
・
こ
う
・
く
わ
う
・
か
ふ
・
こ
ふ
ノ
假
名
［
く
わ
う

は
右
傍
書
、
○
符
で
挿
入
］

○
き
や
う
・
き
よ
う
・
け
う
・
け
ふ
ノ
假
名

○
し
う
・
し
ゆ
う
・
し
ふ
ノ
假
名

○
さ
う
・
そ
う
・
さ
ふ
・
そ
ふ
ノ
假
名

○
し
や
う
・
し
よ
う
・
せ
う
・
せ
ふ
ノ
假
名

○
ち
う
・
ち
ふ
ノ
假
名

○
た
う
・
と
う
・
た
ふ
・
と
ふ
ノ
假
名

○
ち
や
う
・
ち
よ
う
・
て
う
・
て
ふ
ノ
假
名

○
は
う
・
ほ
う
・
は
ふ
・
ほ
ふ
ノ
假
名

○
ひ
や
う
・
ひ
よ
う
・
へ
う
・
へ
ふ
ノ
假
名

○
り
う
・
り
ふ
ノ
假
名

い
よ
う
・
い
む
・
ゐ
む
・
い
く
・
い
つ
・
ゐ
つ
・
ゐ
き
・
い

や
・
い
や
く
・
い
よ
・
い
よ
く
〉

○�

え
ゑ
之
假
字
〈
え
う
・
え
ふ
・
え
い
・
ゑ
い
・
え
む
・
ゑ
む
・

え
つ
・
ゑ
つ
・
え
き
〉

○��

お
を
之
假
字　

附
あ
・
わ
〈
お
う
・
を
う
・
あ
う
・
わ
う
・

あ
ふ
・
お
む
・
を
む
・
お
く
・
を
く
・
お
つ
・
を
つ
〉

○�

か
行
之
假
字
〈
き
う
・
き
ふ
・
か
う
・
こ
う
・
く
わ
う
・
か

ふ
・
こ
ふ
・
き
や
う
・
き
よ
う
・
け
う
・
け
ふ
〉

○�

さ
行
之
假
字
〈
し
う
・
し
ゆ
う
・
し
ふ
・
さ
う
・
そ
う
・
さ

ふ
・
し
や
う
・
し
よ
う
・
せ
う
・
せ
ふ
〉

○�

た
行
之
假
字
〈
ち
う
・
ち
ゆ
う
・
ち
ふ
・
た
う
・
と
う
・
た

ふ
・
ち
や
う
・
ち
よ
う
・
て
う
・
て
ふ
〉

○�

な
行
之
假
字
〈
な
う
・
の
う
・
な
ふ
・
に
や
う
・
に
よ
う
・

ね
う
・
ね
ふ
・
に
う
・
に
ふ
〉

○�

は
行
之
假
字
〈
は
う
・
ほ
う
・
は
ふ
・
ほ
ふ
・
ひ
や
う
・
ひ

よ
う
・
へ
う
〉

○�
ま
行
之
假
字
〈
ま
う
・
も
う
・
み
や
う
・
め
う
〉

○�

ら
行
之
假
字
〈
り
う
・
り
ふ
・
ら
う
・
ろ
う
・
ら
ふ
・
り
や
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ま
ず
、安
永
五
年
版
本
の
目
次
を
見
て
み
る
と
「
字
音
假
字
緫
論
」
よ
り
も
前
に
「
喉
音
三
行
辨
」
と
「
お
を
所
属
辨
」
が
あ
る
。「
喉

音
三
行
辨
」
は
や
行
・
わ
行
が
あ
行
よ
り
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
混
乱
が
生
じ
や
す
い
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
音
の
軽
重
を
論
じ
た
項
目
で

あ
る
。「
喉
音
三
行
分
生
圖
」
で
は
、や
行
・
わ
行
の
音
が
ど
の
よ
う
に
あ
行
か
ら
生
じ
た
の
か
を
示
し
た
図
で
、「
喉
音
輕
重
等
第
圖
」
は
、

「
あ
い
う
え
お
」
の
音
に
「
軽
中
重
」
の
音
声
上
の
差
異
が
あ
り
、
そ
れ
が
喉
音
三
行
（
あ
行
・
や
行
・
わ
行
）
の
音
の
軽
重
と
し
て
ど

の
よ
う
に
表
れ
る
の
か
を
図
に
し
た
も
の
で
あ
る
。「
お
を
所
属
辨
」
で
は
、
文
献
に
み
え
る
万
葉
仮
名
を
例
証
と
し
て
、「
お
」
が
あ
行
、

「
を
」
が
わ
行
に
属
す
る
こ
と
を
論
じ
た
項
目
で
あ
る
。
つ
づ
く
「
字
音
假
字
緫
論
」
で
は
、
契
沖
の
反
切
上
字
に
よ
る
「
い
・
ゐ
」「
え
・

ゑ
」「
お
・
を
」
の
区
分
を
批
判
し
た
上
で
、
文
雄
の
『
韻
鏡
』
の
「
開
」「
合
」
に
よ
る
区
分
で
は
、「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」
の
区
分
に

つ
い
て
は
説
明
で
き
る
も
の
の
、「
お
・
を
」
の
区
分
に
つ
い
て
は
、『
韻
鏡
』
の
「
開
」「
合
」
と
と
も
に
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
を

○
ら
う
・
ろ
う
・
ら
ふ
・
ろ
ふ
ノ
假
名

○
り
や
う
・
り
よ
う
・
れ
う
・
れ
ふ
ノ
假
名

○
に
う
・
に
ゆ
う
・
に
ふ
ノ
假
名

○
な
う
・
の
う
・
な
ふ
・
の
ふ
ノ
假
名

○
に
や
う
・
に
よ
う
・
ね
う
・
ね
ふ
ノ
假
名

○
ま
う
・
も
う
・
ま
ふ
・
も
ふ
ノ
假
名

○
み
や
う
・
み
よ
う
・
め
う
・
め
ふ
ノ
假
名

○
濁
音
じ
・
ぢ
・
ず
・
づ
ノ
假
名

○
わ
ノ
假
名

○
ん
ノ
字
ノ
事

う
・
り
よ
う
・
れ
う
・
れ
ふ
〉

○
濁
音
じ
ぢ
ず
づ
之
假
字

○
韻
ノ
い
ゐ
之
假
字

○
下
中
ノ
わ
之
假
字

○
韻
ノ
む
之
假
字
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あ
わ
せ
て
区
別
す
る
必
要
性
を
論
じ
る
。「
字
音
開
合
指
掌
圖
」
は
、「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
の
口
の
開
き
具
合
（「
開
」「
合
」）
を
示
し

た
図
で
、「
お
」
と
「
を
」
の
音
が
近
似
す
る
こ
と
、ま
た
、「
を
」
は
合
口
音
で
あ
り
、「
お
」
は
「
開
」「
合
」
の
双
方
に
渉
る
た
め
、『
韻

鏡
』
に
お
け
る
「
お
」
の
仮
名
の
所
属
も
開
口
音
・
合
口
音
の
双
方
に
所
属
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。「
字
音
假
字
三
會
圖
」
で
は

喉
音
三
行
の
直
音
・
拗
音
を
著
し
て
い
る
。「
い
ゐ
之
假
字
」
以
降
は
、掲
出
仮
名
に
対
応
す
る
字
音
の
漢
字
を
列
挙
し
て
、『
古
事
記
』『
日

本
書
紀
』『
万
葉
集
』
を
は
じ
め
と
し
た
文
献
を
挙
げ
て
い
る
。

　

以
上
の
安
永
五
年
版
本
の
構
成
を
見
る
と
、「
喉
音
三
行
辨
」
と
「
お
を
所
属
辨
」
が
「
字
音
假
字
緫
論
」
に
先
立
つ
こ
と
か
ら
、
宣

長
に
と
っ
て
、
喉
音
三
行
の
区
別
と
「
お
・
を
」
の
仮
名
の
所
属
に
つ
い
て
が
大
き
な
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
上
で
、

先
に
述
べ
た
と
お
り
、「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
の
概
念
に
よ
っ
て
「
お
・
を
」
の
所
属
を
区
別
し
た
こ
と
に
安
永
五
年
版
本

の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
に
対
し
て
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
総
論
に
あ
た
る
冒
頭
部
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

凡
ソ
文
字
ノ
假
名
遣
ノ
難
義
ナ
ル
ハ
ア
イ
ウ
エ
ヲ 

ヤ
イ
ユ
エ
ヨ 

ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
此
ノ
三
音
ニ
ア
リ
、
此
ノ
三
音
ハ
ミ
ナ
喉
音
也
、
万
ツ
ノ

音
ミ
ナ
此
ノ
三
音
ヨ
リ
出
ル
モ
ノ
也
、（
中
略
）
ア
イ
ウ
エ
ヲ
ト
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
ト
ノ
二
音
ニ
ハ
假
名
ノ
混
ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ユ
ヘ
ニ
紛
レ

ナ
シ
、
ア
ヤ 

ウ
ユ 

ヲ
ヨ
如
此
ニ
異
呼
ナ
レ
ハ
也
、
ア
イ
ウ
エ
ヲ
ト
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
ト
ノ
分
別
ヲ
大
事
ト
ス
ル
也

　

宝
暦
十
一
年
稿
本
の
右
の
記
述
で
は
、
あ
行
・
や
行
・
わ
行
の
喉
音
三
行
の
仮
名
遣
い
に
難
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
あ
行
と
や
行
に
つ

い
て
は
紛
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
あ
行
と
わ
行
に
つ
い
て
は
、
き
ち
ん
と
分
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
右
の
記
述

で
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
安
永
五
年
版
本
に
見
ら
れ
た
「
お
・
を
」
の
所
属
が
、
未
だ
、
あ
行
「
を
」、
わ
行
「
お
」
と
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
宣
長
は
、「
を
お
ノ
假
名
」
で
、
そ
の
所
属
が
不
審
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
宝
暦
十
一
年

稿
本
で
は
訂
正
す
る
に
到
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
が
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
概
念
を
想
定
し
て
い
な
い
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こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
宝
暦
十
一
年
に
は
、
仮
名
遣
い
の
乱
れ
の
原
因
が
、
あ
行
・
や
行
・
わ
行
の
喉
音
三

行
に
あ
る
こ
と
は
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
喉
音
三
行
を
ど
の
よ
う
に
区
別
す
る
の
に
つ
い
て
、
宣
長
は
、
次
の
よ
う
な
説

を
挙
げ
る
。

イ
ヰ 
エ
ヱ 

ヲ
オ
ノ
假
名
ヲ
辨
ス
ル
ニ
ツ
キ
テ
一
説
ニ
開
音
ノ
字
ハ
イ8

エ
ヲ
8

8

也
、
合
音
ノ
字
ハ
ヰ
ヱ
オ

8

8

8

也
ト
云
、
其
故
ハ
イ
エ
8

8

ヲ8

ハ
軽

ク
シ
テ
ミ
ナ
開
口
ノ
音
也
、
ヰ
ヱ
オ

8

8

8

ア
重
ク
シ
テ
合
口
音
也
ト
、
サ
テ
開
音
合
音
ヲ
分
ツ
コ
ト
ハ
韻
鏡
ノ
開
転
合
転
ニ
テ
分
ル
也
、

サ
レ
ハ
韻
鏡
ノ
開
転
ニ
属
ス
ル
字
ハ
ミ
ナ
ヲ
イ
エ

8

8

8

ヲ
カ
ク
ヘ
シ
、
合
転
ニ
属
ス
ル
字
ハ
ヰ
ヱ
オ

8

8

8

ヲ
書
ヘ
シ
ト
云
々

　

右
の
説
に
つ
い
て
は
、
宣
長
は
誰
の
説
で
あ
る
の
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
が
、
文
雄
の
説
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
宣

長
は
、
あ
行
・
や
行
が
軽
く
発
声
す
る
開
口
音
、
わ
行
が
重
く
発
声
す
る
合
口
音
で
あ
る
こ
と
は
認
め
つ
つ
も
『
韻
鏡
』
の
「
開
」「
合
」

の
転
図
に
よ
っ
て
の
み
、
喉
音
三
行
を
区
別
す
る
文
雄
説
を
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

開
音
合
音
ハ
モ
ト
文
字
ヲ
反
切
ス
ル
ニ
反
切
ノ
下
ノ
字
ニ
従
フ
コ
ト
ナ
リ
、
上
ノ
字
ノ
開
合
ニ
ハ
カ
ヽ
ハ
ラ
ズ
下
ノ
字
開
ナ
レ
ハ
帰
納
ノ

字
モ
開
音
也
、
下
ノ
字
合
ナ
レ
ハ
帰
納
モ
合
也
、
反
切
ノ
上
ノ
字
ニ
ハ
カ
ヽ
ハ
ラ
ズ
、
今
假
名
モ
是
レ
ニ
准
せ
ハ
開
合
ハ
一
字
ノ
音
ニ
ア

ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
上
ノ
假
名
ハ
開
合
ニ
ハ
カ
ヽ
ハ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
、
タ
ト
ヘ
バ
於8

ノ
字
ノ
如
キ
漢
音
ハ
ヨ8

ナ
リ
、
呉
音
ハ
オ8

ナ
リ
、
是
モ
右
ノ

ゴ
ト
ク
開
合
ニ
ヨ
ラ
バ
、
ヨ8

ハ
開
也
、
オ8

ハ
合
ナ
ル
ニ
此
ノ
於8

ノ
字
合
転
ノ
字
也
、
ヨ8

ノ
音
合
転
ニ
入
ル
コ
ト
イ
カ
ヾ
、（
中
略
）
ヨ
ク

〳
〵
按
ス
ル
ニ
開
合
ヲ
以
テ
イ
エ
ヲ 

ヰ
ヱ
オ
ヲ
分
ツ
コ
ト
今
少
シ
カ
ナ
ヒ
ガ
タ
シ
、
尤
モ
ア
イ
ウ
エ
ヲ 

ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
ハ
開
音
、
ワ

ヰ
ウ
ヱ
オ
ハ
合
音
ナ
レ
ト
モ
韻
鏡
ノ
開
合
転
ニ
ツ
キ
テ
其
ノ
文
字
ノ
假
名
ヲ
バ
定
メ
ガ
タ
シ
ト
知
ル
ヘ
シ

　

宣
長
は
、『
韻
鏡
』
の
「
開
」「
合
」
は
、
反
切
下
字
に
よ
る
区
分
で
あ
り
、
反
切
上
字
を
見
る
と
、『
韻
鏡
』
の
転
図
で
「
合
」
と
し

て
掲
出
さ
れ
る
「
於
」
が
反
切
上
字
に
あ
っ
た
場
合
、
漢
音
が
「
よ
（
開
口
音
）」、
呉
音
が
「
お
（
合
口
音
）」
と
な
る
た
め
、『
韻
鏡
』

の
転
図
の
分
類
と
合
わ
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
何
に
よ
っ
て
区
別
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、「
文
字
ノ
反
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切
ノ
字
ヲ
以
テ
音
ノ
假
名
ヲ
定
ム
ル
ニ
ナ
ラ
ヒ
ア
リ
、
タ
ト
ヘ
バ
易
ノ
字
ハ
以
鼓
8

8

ノ
反
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
イ8

ノ
假
名
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
也
」
と
反

切
上
字
に
よ
っ
て
仮
名
遣
い
の
所
属
を
決
め
る
「
ナ
ラ
ヒ
」
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
「
ナ
ラ
ヒ
」
と
は
、
具
体
的
に
誰
の
説
で

あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
安
永
五
年
版
本
で
は
、
反
切
上
字
に
よ
っ
て
仮
名
遣
い
を

決
定
す
る
と
い
う
、
契
沖
の
『
和
字
正
濫
要
略
』
の
説
を
挙
げ
て
、
こ
れ
を
批
判
し
て
お
り
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
に
お
け
る
仮
名
遣
い
の

所
属
を
決
定
す
る
「
ナ
ラ
ヒ
」
と
は
契
沖
説
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。

　

こ
の
反
切
上
字
に
よ
っ
て
も
、
喉
音
三
行
の
区
別
が
つ
け
ら
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

ソ
ノ
反
切
ノ
上
字
モ
イ
ヰ 

ユ
ヱ 

ヲ
オ
ノ
内
ニ
テ
ワ
カ
チ
カ
タ
キ
時
ハ
又
其
ノ
字
ヲ
反
切
シ
テ
見
ル
時
ニ
再
三
反カ

ヘ

セ
ハ
、
ソ
ノ
内
ニ
ワ
ヤ
8

8

ユ
ヨ
8

8

ノ
四
字
ノ
音
ヲ
得
ル
ナ
リ
、
右
ニ
イ
ヘ
ル
易8

ノ
字
ノ
反
切
ノ
上
字
以8

ノ
字
、
コ
レ
モ
分
チ
カ
タ
キ
ユ
ヘ
ニ
又
以8

ノ
字
ノ
反
切
ヲ
見
ル
ニ
羊8

ノ

字
ヲ
得
ル
ユ
ヘ
ニ
易8

ハ
イ8

ノ
假
名
ト
知
ル
類
ナ
リ

　

宣
長
は
、「
易
」
の
反
切
上
字
の
「
以
（
い
・
ゐ
）」
の
字
の
如
く
、
反
切
上
字
が
あ
行
と
わ
行
の
双
方
に
所
属
す
る
音
の
場
合
に
つ
い

て
は
、
反
切
上
字
で
出
て
き
た
文
字
の
更
に
反
切
上
字
を
見
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
以
（
い
・
ゐ
）」
の
反
切
上
字
が
「
羊

（
よ
う
）」
と
な
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
「
ワ
・
ヤ
・
ユ
・
ヨ
」
の
四
つ
の
音
に
た
ど
り
着
き
、
あ
行
・
や
行
・
わ
行
の
所
属
が
決
定
で
き

る
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
づ
け
て
、『
広
韻
』『
玉
篇
』
な
ど
の
正
し
い
韻
書
に
拠
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
あ
行
と
わ
行
の
「
ウ
」
の
扱
い（

（1
（

に
つ
い
て
述
べ
た
後
、「
漢
音
ハ
イ
エ
ヲ

0

0

0

ニ
シ
テ
呉
音
ヰ
ヱ
オ

0

0

0

ノ
字
ア
リ
、
又
漢
音
ヰ
ヱ
オ

0

0

0

ニ
シ
テ
呉
音
イ
エ
ヲ

0

0

0

ノ
字
ア
リ
、
是
レ
ヲ
辨
フ
ル

コ
ト
又
反
切
ニ
ア
リ
」
と
漢
音
・
呉
音
の
区
別
も
反
切
に
よ
っ
て
、
決
め
ら
れ
る
と
述
べ
る
。

　

し
か
し
、
宣
長
は
「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
の
解
説
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

烏ヲ

哀ア
イ

都ト

反
、
哀8

漢
音
ア
イ
呉
音
ヱ
ナ
リ
、
下
ニ
見
ユ
、
都8

漢
音
ト
呉
音
ツ
也
、
サ
レ
バ
烏8

ノ
字
漢
音
ヲ
呉
音

也
、
モ
シ
此
ノ
烏8

ノ
字

ヲ
反
切
ニ
用
ヒ
タ
ル
字
ハ
ミ
ナ
漢
音
ハ
ア
イ
ウ
エ
ヲ 

ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
ノ
音
也
、
呉
音
ハ
ワ
ヰ

ヱ
オ
ノ
音
也
ト
知
ヘ
シ
、
是
レ
漢
音
ト

ヱ

ッ
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呉
音
ト
ニ
ヨ
リ
テ
イ
エ
ヲ 

ヰ
ヱ
オ
ノ
別
ア
ル
コ
ト
ヲ
知
ヘ
シ
、
サ
レ
バ
字
音
ノ
假
名
遣
ハ
ヤ
ウ
イ
ニ
ハ
定
メ
ガ
タ
シ

　
『
字
音
仮
名
遣
』
の
字
音
仮
名
を
列
挙
す
る
後
半
部
に
お
い
て
も
、
反
切
上
字
が
あ
行
・
わ
行
の
双
方
に
わ
た
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

あ
行
を
漢
音
、
わ
行
を
呉
音
と
し
て
、
あ
行
・
わ
行
双
方
に
所
属
す
る
字
音
仮
名
と
し
て
掲
出
し
て
お
り
、
反
切
上
字
に
よ
っ
て
、
あ
行
・

や
行
・
わ
行
、
そ
し
て
、
漢
音
・
呉
音
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
、
総
論
の
論
理
か
ら
一
貫
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

　

さ
て
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
総
論
に
つ
づ
け
て
、「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
と
い
う
、
安
永
五
年
版
本
に
は
見
え
な
い
図
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
。

　
「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」（
図
1
）
に
は
、
同
様
の
体
裁
の
図
が
「
ワ
・
ヰ
・
ウ
・
ヱ
・
オ
」
の
五
図
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ワ
ヰ
ウ

ヱ
オ
音
圖
」
に
つ
い
て
、
宣
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

○
右
ノ
圖
ヲ
見
テ
ワ 

ワ
ン 
ワ
ウ 
ワ
イ 

ワ
ク 

ワ
ツ
等
ノ
音
ノ
体
ヲ
知
ヘ
シ
、
ス
ベ
テ
音
ノ
体
ヲ
ヨ
ク
〳
〵
辨
ヘ
ズ
ハ
イ
ヰ 

エ
ヱ 

ヲ
オ

ノ
假
名
分
チ
ガ
タ
カ
ル
ベ
シ
、
右
ノ
圖
ノ
類
音
ヲ
ヨ
ク
〳
〵
見
ル
ヘ
シ
、
類
音
ト
ハ
横
ノ
十
行
也
、
ス
ベ
テ
ワ8

ノ
音
ハ
上
ニ
ウ8

ノ
音
ヲ

帯ヲ
ヒ

タ
リ
、
ヰ
ウ
ヱ
オ

8

8

8

8

モ
同
シ
、
下
ノ
圖
ニ
見
エ
タ
リ
、
然
ル
ニ
十
行
ノ
中
ニ
常
ニ
用
ル
音
ハ
只
ク
ワ
ト
ウ
ワ
ト
二
行
ノ
ミ
ナ
リ
、
其
ノ
餘

ス
ワ 

ツ
ワ
等
ハ
皆
直
音
ニ
直ナ

ヲ

シ
テ
呼
フ
也
、直
音
ニ
ナ
ヲ
ス
ト
ハ
ス
ワ
8

8

ノ
反
サ8

、ツ
ワ
8

8

ノ
反
タ8

ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
ス
ワ
ン
ヲ
バ
サ
ン
ト
呼
ヒ
、

ツ
ワ
ン
ヲ
ハ
タ
ン
ト
呼
フ
也
、（
中
略
）
○
ワ8

ハ
本
ト
上
ニ
ウ
ヲ
帯
ヒ
テ
ウ
ワ
也
、
サ
レ
バ
ク
ワ 

ス
ワ 

ツ
ワ
等
ノ
類
音
也

　

宣
長
は
、
頭
に
「
ウ
」
の
音
を
帯
び
た
音
が
、
わ
行
で
あ
る
と
し
て
お
り
、「
類
音
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
類
音
ト
ハ
横
ノ
十
行
也
」

と
述
べ
る
よ
う
に
、「
横
ノ
十
行
」
と
は
、
五
十
音
図
の
ウ
段
に
あ
た
り
、
そ
れ
に
「
わ
」
の
音
が
付
随
し
た
も
の
が
、
わ
行
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
所
謂
、
合
拗
音
と
し
て
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、「
類
音
」
を
直
し
た

も
の
が
「
直
音
」
で
あ
り
、「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
で
は
、「
ク
ワ　

ア
」
の
よ
う
に
、
上
段
に
「
類
音
」
を
挙
げ
、
下
に
「
直
音
」
を
掲

出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
音
の
違
い
と
し
て
「
類
音
」
を
「
重
」、「
直
音
」
を
「
軽
」
と
し
て
、
わ
行
と
あ
行
を
音
の
軽
重
と
し
て
対
照
さ
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図１
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せ
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
や
行
に
つ
い
て
「
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
ノ
中
ノ
ヤ
ユ
ヨ

8

8

8

等
ハ
上
ニ
イ8

ヲ
帯

ル
音
也
、
や8

ハ
イ
ヤ
也
、
ヨ8

ハ
イ
ヨ
也
、
ユ8

ハ
イ
ユ
ナ
リ
、
是
レ
以
テ
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
ト
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
ノ
軽

重
ヲ
知
ヘ
シ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
頭
に
「
イ
」
の
音
を
帯
び
た
音
が
や
行
で
あ
り
、
所
謂
、
開
拗

音
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
に
見
る
よ
う
に
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
に
お
い
て
、
宣
長
は
、
わ
行

の
音
を
基
準
と
し
て
、
あ
行
は
「
類
音
」
を
直
音
に
も
直
し
た
音
、
や
行
は
頭
に
「
イ
」
の
音
を
帯

び
た
音
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
喉
音
三
行
は
、
あ
行
か
ら
生
じ
た
と
す
る
安
永
五
年
版
本
と
は
異
な

る
考
え
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」は
、わ
行
を
基
準
と
す
る
こ
と
な
ど
、

安
永
五
年
版
本
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
わ
行
は
「
ウ
」
の
音
を
帯
び
た
音
（
類
音
）、
あ

行
は
類
音
を
直
音
に
直
し
た
音
、
や
行
は
頭
に
「
イ
」
を
帯
び
る
音
と
い
う
捉
え
方
は
、
所
謂
、
直

音
・
拗
音
の
考
え
方
で
あ
り
、
安
永
五
年
版
本
に
お
い
て
、
直
音
・
拗
音
を
記
し
た
「
字
音
假
字
三

會
圖
」
へ
と
発
展
し
て
い
く
図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
の
理
解
を
踏
ま
え
て
、
次
に
、
図
2
を
載
せ
る
。

　

図
2
は
、
喉
音
三
行
に
お
け
る
開
口
音
・
合
口
音
と
音
の
軽
重
を
図
式
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
総
論
に
お
け
る
解
説
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
「
開
」「
合
」
は
『
韻
鏡
』
の
転
図
と
し

て
の
「
開
」「
合
」
と
は
別
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
図
か
ら
は
、
安
永
五
年
版
本
に
見
ら
れ

る
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
考
え
方
は
見
出
だ
せ
な
い
が
、
松
阪
市
所
蔵
の
「
字
音
仮
字
用
格

自
筆
資
料（

（1
（

」
で
は
、
図
2
に
「
軽
・
中
・
重
」
を
加
筆
し
た
記
述
が
見
え
、
こ
の
図
が
、「
御
國
ノ

図２
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図３
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音
ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
の
概
念
に
展
開
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
図
2
に
つ
づ
け
て
、
図
3
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
の
最
下
部
「
ウ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
そ
れ
ぞ
れ

「（
空
欄
）・
ウ
・
イ
・
ン
・
フ
・
ツ
・
ク
・
キ
」
と
記
さ
れ
た
同
様
の
体
裁
の
図
が
、
計
八
図
あ
る
。
こ
の
図
は
、
直
音
・
拗
音
を
示
し

た
「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
を
踏
ま
え
て
、
あ
行
・
や
行
・
わ
行
に
そ
れ
ぞ
れ
最
下
部
の
音
が
付
随
し
た
場
合
の
発
音
、
つ
ま
り
、「
い
う
・

い
ゆ
う
」
な
ど
の
二
音
節
の
仮
名
、
所
謂
、「
二
合
仮
名
」
を
図
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
以
降
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
は
、
仮
名
を
掲
出
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
字
音
仮
名
を
列
挙
し
て
い
く
各
論
部
へ
と
入
っ
て
い

く
。
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
の
冒
頭
部
・
総
論
や
「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
の
各
図
を
見
て
く
る
と
、
宝
暦
十
一

年
段
階
に
お
い
て
、
宣
長
は
、
既
に
、
あ
行
・
や
行
・
わ
行
、
所
謂
、
喉
音
三
行
の
所
属
に
つ
い
て
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
え

よ
う
。

　

以
上
の
宝
暦
十
一
年
稿
本
の
総
論
や
「
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
音
圖
」
に
み
え
る
宣
長
の
解
説
を
踏
ま
え
、
仮
名
遣
い
が
紛
れ
や
す
い
と
さ
れ
る

「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
の
喉
音
三
行
の
各
論
部
の
字
音
仮
名
に
つ
い
て
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
と
安
永
五
年
版
本
と
の
記
述
内

容
を
比
較
し
な
が
ら
確
認
し
て
み
た
い
。

【
い
・
ゐ
】

▽
宝
暦
十
一
年
稿
本

い�

以
〔
羊
已
反
〕
異
〔
羊
吏
反
〕
怡
〔
以
脂
反
〕
已
〔
音
怡
〕
易
〔
以
豉
反
〕
伊
〔
幺イ

夷ヤ
ウ

反
又
於ヨ

脂
反
也
、
幺
ハ
於
堯
反
也
、
サ
レ

ハ
伊
ノ
字
ハ
漢
音
い
呉
音
ゐ
ナ
リ
、
常
ニ
い
ノ
假
名
ニ
用
ル
ハ
漢
音
ナ
リ
○
以
上
六
字
、
古
書
ニ
い
ノ
假
名
ニ
用
ヒ
タ
リ
〕
移
〔
弋

支
反
〕
姨
〔
以
脂
反
〕
夷
彝
頤󠄁
貽
飴
荑
〔
以
上
六
字
音
姨
〕
肄
〔
羊
至
反
〕
猗
〔
於
離
反
、
呉
音
ゐ
〕
倚
〔
於
綺
反
、
呉
音
ゐ
〕

恚
〔
於
避
反
、
呉
音
ゐ
〕
醫
〔
於
其
反
、
呉
音
ゐ
〕
懿
〔
乙
兾
反
、
呉
音
ゐ
〕
意
〔
於
記
反
、
呉
音
ゐ
〕
威
〔
於
非
反
、
呉
音
ゐ
〕

ワ

ウ

オ
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依
〔
於
希
反
、
呉
音
ゑ
〕
衣
〔
音
依
〕
扆
〔
於
豈
反
、
呉
音
ゑ
〕

ゐ�

為
〔
遠
支
反
、
去
声
ハ
于
僞
反
也
、
遠
ハ
雲
阮
反
ナ
レ
ハ
ヱ
ン
也
、
サ
レ
ハ
為
ノ
字
ゐ
ノ
假
名
ナ
リ
〕
謂
〔
于
貴
反
〕
位
〔
于
愧
反
〕

威
〔
於
非
反
、
漢
音
い
〕
韋
〔
雨
非
反
〕
偉
〔
于
鬼
反
〕
委
〔
於ヨ

詭ク
イ

反
、
漢
音
ゆ
い
〕
萎
〔
音
委
〕
尉
〔
於ヨ

胃ウ
イ

反
、
漢
音
ゆ
い
〕

○
以
上
九
字
、
古
書
ニ
ゐ
ノ
假
名
ニ
用
ヒ
タ
リ
、
惟
〔
以
追
反
〕
遺
維
〔
以
上
二
字
、
音
惟
〕
洧
〔
榮
美
反
〕
帷
〔
洧
悲
反
〕

唯
〔
以
水
反
〕
矣
〔
于
紀
反
〕
違
圍
〔
以
上
二
字
、
音
韋
〕
胃
〔
于
貴
反
〕
彙
〔
音
胃
〕
畏
慰
〔
以
上
二
字
、
音
尉
〕
猗
倚
恚

醫
意
懿
〔
以
上
六
字
、
漢
音
い
〕

　

以
上
ノ
字
ミ
ナ
ゐ
ノ
假
名
ヲ
書
ク
ヘ
シ

▽
安
永
五
年
版
本

い�

伊
以
異
怡
易
已
移
夷
肄
〔
以
上
九
字
、
古
書
ニ
い
ノ
假
字
ニ
用
タ
リ
〕
貽
飴
詒
倚
猗
姨
頤󠄁
圯
彝
醫
矣
意
懿
〔
以
上
廿
二
字
、
漢

呉
共
ニ
い
〕
衣
依
扆
〔
以
上
三
字
、
呉
ハ
え
〕

○
右
ノ
字
皆
開
口
音
ニ
テ
韻
鏡
開
轉
ニ
属
ス

ゐ�

爲
韋
位
威
謂
渭
偉
委
萎
尉
〔
以
上
十
字
、
古
書
ニ
ゐ
ノ
假
字
ニ
用
タ
リ
〕
惟
維
唯
帷
遺
逶
恚
洧
鮪
違
圍
闈
慰
畏
胃
彙
緯
葦

○
右
ノ
字
皆
合
口
音
ニ
テ
韻
鏡
合
轉
ニ
属
ス
〔
一
本
ニ
帷
ノ
字
ヲ
第
六
開
轉
ニ
載
タ
ル
ハ
非
ナ
リ
〕

【
え
・
ゑ
】

▽
宝
暦
十
一
年
稿
本

　
〔
え
ゑ
ノ
假
名
ツ
カ
ヒ
モ
を
お
ノ
如
ク
古
来
混
雑
シ
テ
辨
シ
ガ
タ
シ
、
反
切
ヲ
以
テ
正
ス
ニ
協カ

ナ

ハ
ザ
ル
字
多
シ
、
又
開
合
ヲ
以
テ
是

レ
ヲ
正
ス
ニ
モ
協
ハ
ズ
、
古
ヘ
何
ヲ
以
テ
定
メ
ケ
ル
ニ
ヤ
不
審
〕

哀
愛
埃
延
詠
叡
曳
要
衣

オ
ウ
イ
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〔
右
ノ
字
ミ
ナ
古
来
え
ノ
假
名
ニ
用
ヒ
タ
リ
、
此
ノ
内
、
延
叡
曳
要
ノ
四
字
ハ
え
ノ
假
名
ニ
用
ユ
ベ
キ
コ
ト
也
、
下
ニ
見
ユ
、
其
餘
ノ
字
ハ

ミ
ナ
協
ハ
ズ
、
是
レ
ヲ
辨
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
〕

哀
〔
烏
開
反
〕
埃
〔
音
哀
〕
愛
〔
烏
代
反
〕〔
以
上
三
字
、
漢
音
あ
い
呉
音
ゑ
欤
〕

〔
右
三
字
え
ノ
假
名
ニ
用
ル
コ
ト
反
切
ノ
開
ノ
字
け
ノ
音
ア
ル
ニ
ヤ
、
万
葉
ニ
多
ク
開
ヲ
け
ニ
用
ヒ
タ
リ
、
然
レ
ハ
烏ウ

開ケ
ノ
反
ゑ
ナ
ル
ヘ
シ
、

又
代
ノ
字
モ
て
ノ
音
ア
ル
カ
、
是
レ
モ
万
葉
ニ
多
ク
て
ニ
用
ヒ
タ
リ
、
然
レ
ハ
烏ウ

代テ
ノ
反
ゑ
ナ
ル
ヘ
シ
、
ス
ヘ
テ
右
三
字
ミ
ナ
灰
ノ
韻
ニ

シ
テ
此
例
多
シ
、
米
マ
イ

メ

弟
タ
イ

テ

禰󠄀
テ
イ

ネ

礼
ラ
イ

レ

妹
マ
イ

メ

怪
ク
ワ
イ

ケ　

淮
ワ
イ

エ

解
カ
イ

ケ

賣
マ
イ

メ

、
是
レ
等
ノ
例
ニ
准
ス
レ
ハ
哀
埃
愛
等
ヲ
ゑ
ト
イ
ヒ
開
ヲ
け
ト

イ
ヒ
代
ヲ
て
ト
云
ヘ
シ
、
但
シ
哀
愛
ト
モ
ニ
反
切
ノ
上
字
烏
ノ
字
ナ
レ
ハ
ゑ
ノ
假
名
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
え
ノ
假
名
ニ
用
ル
コ
ト
ハ
イ
カ
ヾ

ナ
レ
ト
モ
、
マ
イ
ノ
反
メ
、
タ
イ
ノ
反
テ
、
ラ
イ
ノ
反
レ
、
カ
イ
ノ
反
ケ
、
是
レ
ラ
ニ
准
ズ
レ
ハ
、
ア
イ
ノ
反
エ
、
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
え
ノ

假
名
ニ
用
ル
モ
故
ア
ル
カ
其
ウ
ヘ
皆
開
音
ノ
字
也
〕（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

詠
〔
為
命
反
、
合
音
、
漢
音
ゑ
ゐ
呉
音
ゐ
や
う
カ
わ
う
欤
、
此
字
え
ノ
假
名
ニ
用
ル
コ
ト
不
審
〕
衣
〔
於ヨ

希キ

反
、
漢
音
い
呉
音
ゑ
也
、

此
字
え
ノ
假
名
ニ
用
ル
コ
ト
、
又
不
審
也
、
但
シ
開
音
ナ
ル
ウ
ヘ
漢
音
い
ノ
五
音
ヲ
通
シ
テ
、
ア
イ
ウ
エ
ヲ
ナ
レ
ハ
え
ニ
用
ル
欤
〕

え�

延
〔
以
然
反
、
え
ん
〕
叡
〔
以
芮
反
、
え
い
〕
曳
〔
余
制
反
、
え
い
〕
要
〔
於ヨ

シ
ヤ
ウ

反
、
漢
音
い
や
う
呉
音
わ
う
也
、
但
シ
ノ

字
宵
ノ
韻
也
、
要
モ
同
シ
、
古
来
蕭
宵
ノ
韻
ノ
字
ノ
假
名
ヲ
ハ
エ
ウ
・
ケ
ウ
・
セ
ウ
・
テ
ウ
・
ネ
ウ
・
ヘ
ウ
・
メ
ウ
・
レ
ウ
・
ヱ
ウ

ト
書
キ
来
レ
ハ
ソ
レ
ニ
従
フ
テ
於ヨ

セ
ウ
ノ
反
エ
ウ
ニ
ナ
ル
故
ニ
え
ノ
假
名
ニ
用
ヒ
ン
モ
可
也
、
其
ウ
ヘ
同
音
也
〕
哀
埃
愛
衣
〔
以
上
四
字

ノ
説
見
ユ
上
ニ
〕
依
〔
音
衣
〕

ゑ�

恵
〔
胡ウ

桂ケ

反
〕
衛
〔
于

反
〕
穢
〔
於ヨ

廢ハ
イ

反
、
漢
音
あ
い
呉
音
わ
い
也
、
常
ニ
呉
音
ゑ
也
、
哀ヱ

愛ヱ

ノ
格
ナ
リ
〕
隈
〔
烏ヲ

恢ク
ワ
イ

反
、

漢
音
わ
い
呉
音
ゑ
ナ
リ
〕
會
〔
黃ワ

ウ

外ゲ

反
〕
囘
〔
戸コ

恢ク
ワ
イ

反
〕〔
以
上
六
字
、
古
書
ニ
ゑ
ノ
假
名
ニ
用
ユ
〕
慧
〔
音
恵
〕
迴
〔
音
回
〕

壊
〔
胡ウ

怪ケ

反
〕
畫
〔
胡ウ

卦ケ

反
〕
繪
〔
音
會
〕
淮
〔
戸ウ

乖ケ

反
〕

オ

ケ

オ
シ
ヤ
ウ

レ

オ
ハ
イ

ウ

ケ

ウ

ケ
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〔
以
上
、
ゑ
ノ
音
ミ
ナ
呉
音
也
、
漢
音
ナ
シ
〕

▽
安
永
五
年
版
本

え�
哀
埃
愛
〔
以
上
三
字
呉
ナ
リ
、
漢
ハ
あ
い
〕
衣
依
〔
此
二
字
モ
呉
也
、
漢
ハ
い
ナ
リ
〕
延
要
曳
叡
〔
以
上
九
字
、
古
書
ニ
え
ノ
假

字
ニ
用
タ
リ
〕

○
右
ノ
字
皆
開
音
ニ
テ
韻
鏡
開
轉
ニ
属
ス
（
以
下
略
）

ゑ�

恵
〔
呉
ナ
リ
、
漢
ハ
け
い
〕
隈
穢
〔
二
字
呉
ナ
リ
、
漢
ハ
わ
い
〕
囘
會
繪
淮
〔
四
字
呉
ナ
リ
、
漢
ハ
く
わ
い
〕
衛
〔
以
上
八
字
、

古
書
ニ
ゑ
ノ
假
字
ニ
用
タ
リ
〕
慧
〔
呉
ナ
リ
、
漢
ハ
け
い
〕
壊
迴
〔
二
字
呉
ナ
リ
、
漢
ハ
く
わ
い
〕
畫
〔
呉
也
、
漢
ハ
く
わ
い
又

く
わ
〕
◦
附
烏

○
右
ノ
字
皆
合
音
ニ
テ
韻
鏡
合
轉
ニ
属
ス
（
以
下
略
）

【
お
・
を
】

▽
宝
暦
十
一
年
稿
本

〔
を
お
ノ
假
名
ツ
カ
ヒ
古
来
混
雑
シ
テ
辨
シ
ガ
タ
シ
、
反
切
ヲ
以
テ
是
レ
ヲ
正
ス
ニ
皆
協カ

ナ

ハ
ズ
、
又
開
合
ヲ
以
テ
タ
ヾ
ス
ニ
モ
を
ノ
假

名
ニ
用
ヒ
来
ル
字
多
ク
ハ
ミ
ナ
合
音
ノ
字
ナ
レ
バ
是
レ
又
協
ハ
ズ
、
古
ヘ
何
ヲ
以
テ
を
お
ノ
假
名
ノ
文
字
ヲ
定
メ
ケ
ル
ニ
ヤ
不
審
也
、

ク
ハ
シ
ク
左
ニ
辨
ス
ル
也
、
考
ヘ
ミ
ル
ヘ
シ
〕

乎
烏
塢
嗚
弘
逈
惋
遠
袁
越

〔
右
ノ
字
ミ
ナ
古
書
ニ
を
ノ
假
名
ニ
用
ヒ
タ
リ
、
此
ノ
内
、
烏
塢
嗚
ノ
三
字
ハ
を
ノ
假
名
ニ
テ
ヨ
ク
協
ヘ
リ
、
下
ニ
見
ユ
、
其
ノ
餘
ノ
字

ハ
ミ
ナ
協
ハ
ズ
、
反
切
ニ
テ
モ
開
合
ニ
テ
モ
叶
ハ
ズ
、
是
レ
辨
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
〕

乎
〔
戸コ

呉ゴ

反
、
合
音
、
漢
音
こ
呉
音
お
也
〕
弘
〔
胡
昿
反
、
合
音
、
漢
音
こク

ワ

うウ

呉
音
おワ

うウ

也
〕
逈
〔
戸コ

頂テ
イ

反
、
合
音
、
漢
音
け
い
呉

ウ

ゴ

ウ
チ
ヤ
ウ
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音
〕
惋
〔
烏
貫
反
、
合
音
、
漢
呉
音
わ
ん
、
又
於
元
反
、
漢
音
え
ん
〕
遠
〔
雲
阮
反
、
合
音
、
漢
音
ゑ
ん
呉
音
わ
ん
也
〕
袁
〔
雨
元

反
、
合
音
、
漢
音
ゑ
ん
呉
音
わ
ん
也
〕
越
〔
王
伐
反
、
合
音
、
又
于
厥
反
、
漢
音
ゑ
つ
漢
音
わ
つ
也
、
常
ニ
漢
音
ゑ
つ
呉
音
お
つ
也
〕

〔
右
七
字
ノ
音
ヲ
見
ル
ベ
シ
、
五
音
通
用
シ
テ
モ
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
ニ
コ
ソ
通
ス
レ
、
ア
イ
ウ
エ
ヲ
・
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
ニ
通
ス
ル
音
ニ
ア
ラ
ズ
、

然
ル
ヲ
を
ノ
假
名
ニ
用
ヒ
タ
ル
コ
ト
返
ス
〳
〵
不
審
也
〕（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

を�

烏
〔
哀エ
都ツ
反
、
又
於オ
乎ウ
反
、
漢
音
を
呉
音
う
也
〕
塢
〔
安
古
反
〕
嗚
〔
於
胡
反
、
漢
音
を
呉
音
う
也
〕
隖
〔
安
古
反
〕
汙
〔
烏

路
反
、
漢
音
を
呉
音
お
也
〕
悪
〔
音
汙
〕

お�

於
〔
央
居
反
、
漢
音
い
よ
呉
音
お
也
〕
淤
〔
音
於
〕
意
〔
常
ニ
ハ
音
い
ナ
レ
ト
モ
又
乙イ

ツ

力リ
ヨ
ク

反
ニ
テ
憶
ト
同
音
ニ
ナ
ル
コ
ト
ア
リ

其
時
漢
音
い
よ
呉
音
お
く
也
、此
ノ
音
ヲ
用
テ
古
来
い
ノ
假
名
ニ
ハ
用
ヒ
ズ
、お
ノ
假
名
ニ
ノ
ミ
用
ユ
〕
憶
〔
於
力
反
、漢
音
い
か
ヽ

呉
音
お
く
也
〕
隱
〔
於ヨ

謹キ
ン

反
、
漢
音
い
ん
呉
音
お
ん
也
〕
飫
〔
依イ

倨キ
ヨ

反
、
漢
音
い
よ
呉
音
お
也
〕
磤
〔
於ヨ

斤キ
ン

反
、
漢
音
い
ん
呉

音
お
ん
也
〕
乙
〔
於
乞
反
、
漢
音
い
つ
呉
音
お
つ
ナ
リ
〕〔
○
右
八
字
、
古
書
ニ
お
ノ
假
名
ニ
用
タ
リ
〕
汙
悪
〔
以
上
二
字
、
漢

音
を
呉
音
お
ナ
リ
〕

▽
安
永
五
年
版
本

お
於
淤
飫
◦
意
憶
億
隱
磤
乙
應
〔
以
上
十
字
、
古
書
ニ
お
ノ
假
字
ニ
用
タ
リ
〕

○
右
意
以
下
七
字
ハ
開
轉
ニ
属
ス
、
於
淤
飫
ノ
三
字
ハ
第
十
一
合
轉
二
属
セ
リ
（
以
下
略
）

を
袁
遠
怨
烏
乎
呼
嗚
塢
弘
越
曰
惋
迴
〔
以
上
十
三
字
、
古
書
ニ
を
ノ
假
字
二
用
フ
〕
汙
惡

○
右
ノ
字
皆
合
音
ニ
テ
韻
鏡
合
轉
ニ
属
ス
（
中
略
）
曰
ヲ
を
ノ
假
字
ニ
用
タ
ル
ハ
姓
氏
錄
ニ
譯ヲ

語サ

氏
ヲ
曰ヲ

佐サ

ト
カ
キ
、
和
名
抄
ニ

筑
前
ノ
鄕
名
曰ヲ

佐サ

ア
リ
〔
今
ノ
本
ニ
日
佐
ニ
作
レ
ル
ハ
皆
誤
写
ナ
リ
〕（
以
下
略
）（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

以
上
、
両
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
と
安
永
五
年
版
本
と
の
「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
の
字
音
仮
名
の
所

オ
ツ
リ
キ

オ
コ
ン

エ

コ

オ
コ
ン
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57 『字音仮字用格』の成立と本居宣長の古典研究

属
に
異
同
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
の
仮
名
に
つ
い
て
は
、
疑
問
を
呈
す
る
記
述
が
多
く
、
安
永
五
年
版

本
『
字
音
仮
字
用
格
』
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
「
お
・
を
」
の
所
属
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、「
を
」
の
仮
名
に
対
し
て
、

「
五
音
通
用
シ
テ
モ
ワ
ヰ
ウ
ヱ
オ
ニ
コ
ソ
通
ス
レ
、
ア
イ
ウ
エ
ヲ
・
ヤ
イ
ユ
エ
ヨ
ニ
通
ス
ル
音
ニ
ア
ラ
ズ
、
然
ル
ヲ
を
ノ
假
名
ニ
用
ヒ
タ
ル
コ

ト
返
ス
〳
〵
不
審
也
」
と
、
そ
の
所
属
が
不
審
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、「
お
」
を
わ
行
、「
を
」
を
あ
行
と
し
て
い
る
。
両
書
に
お
け
る
字

音
仮
名
の
所
属
の
異
同
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
掲
出
字
に
対
し
て
、（　

）
内
の
上
段
が
宝
暦
十
一
年
稿
本
、
下
段
が
安
永
五
年

版
本
の
所
属
を
示
す
。

荑
（
い
―
ナ
シ
）、
恚
威
（
い
ゐ
―
ゐ
）、
詒
圯
（
ナ
シ
―
い
）、
矣
（
ゐ
―
い
）、
猗
倚
醫
懿
（
い
ゐ
―
い
）、
渭
逶
鮪
闈
緯
葦
（
ナ

シ
―
ゐ
）、
意
（
い
ゐ
お
―
い
お
）、
怨
呼
曰
迴
（
ナ
シ
―
を
）、
億
應
（
ナ
シ
―
お
）、
汙
悪
（
お
を
―
を
）
逈
（
を
―
ナ
シ
）

　

宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
宣
長
自
身
が
総
論
で
述
べ
て
い
た
よ
う
に
、
反
切
上
字
の
音
に
基
づ
い
て
仮
名
の
所
属
を
決
定
し
て
お
り
、

そ
の
所
属
を
見
て
み
る
と
、
あ
行
・
わ
行
双
方
に
属
す
る
字
が
見
え
る
。
反
切
上
字
の
漢
字
の
更
に
反
切
上
字
を
導
き
出
し
、
そ
れ
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
行
・
わ
行
の
い
ず
れ
か
の
所
属
が
決
定
で
き
る
と
す
る
総
論
の
記
述
と
は
乖
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
漢
音
・
呉
音
の
区
別
に
つ
い
て
も
、
漢
音
を
あ
行
、
呉
音
を
わ
行
と
し
て
区
別
し
て
い
る
た
め
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で

は
、「
威
」
を
「
古
書
」
に
お
い
て
は
「
ゐ
」
の
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
な
が
ら
も
、
漢
音
「
い
」
呉
音
「
ゐ
」
で
あ
り
、

あ
行
「
い
」・
わ
行
「
ゐ
」
の
双
方
に
所
属
す
る
字
音
仮
名
と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
が
「
古
書
」
と
い
う

形
で
文
献
上
の
仮
名
遣
い
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
、
反
切
上
字
を
基
準
と
し
て
仮
名
遣
い
の
所
属
を
分
類
し
て
い
る
た
め

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、「
万
葉
ニ
多
ク
開
ヲ
け
ニ
用
ヒ
タ
リ
」
な
ど
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ
る
例
は
ご
く
僅
か
で

あ
り
、
代
わ
り
に
反
切
を
詳
細
に
挙
げ
て
い
る
。
対
す
る
、
安
永
五
年
版
本
で
は
「
を
」
の
仮
名
「
曰
」
に
つ
い
て
「
曰
ヲ
を
ノ
假
字
ニ

用
タ
ル
ハ
姓
氏
錄
ニ
譯ヲ

語サ

氏
ヲ
曰ヲ

佐サ

ト
カ
キ
、
和
名
抄
ニ
筑
前
ノ
鄕
名
曰ヲ

佐サ

ア
リ
、」
と
『
新
撰
姓
氏
録
』
や
『
和
名
類
聚
抄
』
と
い
っ
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た
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ
て
お
り
、
二
合
仮
名
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
で
は
、
さ
ら
に
『
古
事
記
』
や
『
万
葉
集
』、「
六
国
史
」
な
ど
多

数
の
例
証
を
挙
げ
な
が
ら
、
仮
名
遣
い
の
所
属
を
決
定
し
て
い
る
。
宝
暦
十
一
年
稿
本
は
反
切
が
中
心
で
あ
り
、
安
永
五
年
版
本
ほ
ど
、

具
体
的
な
「
古
書
」
の
書
名
が
掲
出
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
両
書
の
姿
勢
と
し
て
共
通
す
る
の
は
、「
古
書
」
に
み
え
る
字
音
仮
名
と
そ

れ
以
外
の
字
音
仮
名
を
明
確
に
分
け
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
に
宣
長
の
『
韻
鏡
』
や
韻
書
な
ど
の
理
論
上
の
字
音
仮
名
と
文
献
上
の
字

音
仮
名
を
区
別
す
る
意
識
が
み
て
と
れ
る
。
つ
ま
り
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
に
お
い
て
も
『
韻
鏡
』
や
韻
書
な
ど
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
文

献
上
に
お
け
る
使
用
例
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
漢
音
・
呉
音
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
安
永
五
年
版
本
に
お
い
て
も

曖
昧
さ
を
残
す
も
の
の（

（1
（

、
文
献
上
に
み
ら
れ
る
仮
名
遣
い
に
基
づ
い
て
分
類
し
て
お
り
、
こ
こ
に
宝
暦
十
一
年
か
ら
安
永
五
年
に
到
る
ま

で
の
宣
長
の
古
典
研
究
の
進
展
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
古
事
記
』
や
『
万
葉
集
』「
六
国
史
」
な
ど
の
多
く
の
文
献
に
例
証
を
求
め
て
仮
名
遣
い
の
所
属
を
記
す
安
永
五
年

版
本
に
対
し
て
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
は
未
だ
に
反
切
を
中
心
と
し
た
理
解
か
ら
脱
し
切
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
宝
暦
十
一

年
稿
本
に
お
い
て
も
、「
古
書
」
と
し
て
文
献
上
の
仮
名
遣
い
の
利
用
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
の
宝
暦
十
一
年
稿
本
に
お
け
る
「
古
書
」
と
は
具
体
的
に
何
か
、
そ
し
て
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
が
利
用
し
て
い
る
「
古
書
」
と
安
永
五

年
版
本
が
利
用
す
る
文
献
の
差
異
を
見
る
こ
と
で
、
宝
暦
十
一
年
以
降
か
ら
安
永
五
年
に
到
る
ま
で
の
本
居
宣
長
の
古
典
研
究
の
進
展
を

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四
、『
字
音
仮
字
用
格
』
の
「
古
書
」
と
本
居
宣
長
の
古
典
研
究

　

宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
先
行
説
に
つ
い
て
、
誰
の
説
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
は
な
い
が
、
宣
長
の
字
音
仮
名

遣
い
の
研
究
は
、
宝
暦
十
一
年
の
段
階
か
ら
、
仮
名
遣
い
研
究
を
契
沖
か
ら
、
漢
字
音
研
究
を
文
雄
か
ら
影
響
を
受
け
て
成
立
し
て
い
る
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59 『字音仮字用格』の成立と本居宣長の古典研究

と
い
え
る
。
そ
し
て
、
安
永
五
年
版
本
で
は
、
さ
ら
に
『
古
事
記
』『
万
葉
集
』「
六
国
史
」
な
ど
の
上
代
文
献
を
中
心
に
古
い
文
献
に
例

証
を
求
め
て
い
る
。
対
す
る
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、「
古
書
」
と
い
う
形
で
文
献
の
用
例
で
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
具
体

的
な
書
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、『
字
音
仮
字
用
格
』
の
安
永
五
年
版
本
と
宝
暦
十
一
年
稿
本
と
に
見
ら
れ
る
文
献
の
引
用

を
比
較
す
る
こ
と
で
、
宣
長
の
古
典
研
究
の
展
開
を
み
て
い
き
た
い
。

　

宣
長
の
古
典
研
究
の
展
開
を
確
認
す
る
上
で
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
と
安
永
五
年
版
本
と
の
「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
の
「
古

書
」
の
例
を
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編（

（1
（

』
所
収
「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
の
上
代
文
献
の
万
葉
仮
名
の
使
用
例
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
み
て
み
た
い
。
万
葉
仮
名
「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
の
掲
出
は
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
所
収
「
主
要
万
葉
仮

名
一
覧
表
」
に
拠
り
、「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
に
掲
出
が
無
く
、『
字
音
仮
字
用
格
』
に
の
み
「
古
書
」
と
し
て
掲
出
の
字
音
仮
名
に

つ
い
て
は
表
の
末
尾
に
仮
名
を
追
記
し
、
網
掛
け
で
示
し
た
。
左
記
の
表
の
う
ち
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
に
つ
い
て
は
、

『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
所
収
「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
に
よ
っ
て
○
を
付
し
た
。『
字
音
仮
字
用
格
』
の
宝
暦
十
一
年
稿
本

と
安
永
五
年
版
本
に
つ
い
て
は
、「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
掲
出
の
字
音
仮
名
の
う
ち
「
古
書
」
に
用
例
が
あ
る
と
指
摘
が
さ

れ
る
字
音
仮
名
に
○
を
付
し
た
。
ま
た
二
合
仮
名
に
つ
い
て
は「
古
書
」あ
る
い
は
具
体
的
な
書
名
を
挙
げ
て
指
摘
が
あ
る
場
合
の
み
、『
字

音
仮
字
用
格
』
の
掲
出
箇
所
を
記
し
た
。

21-12-352_037_髙橋俊之様.indd   5921-12-352_037_髙橋俊之様.indd   59 2022/02/24   11:45:292022/02/24   11:45:29



60

い

稿
本

版
本  

古
事
記

日
本
書
紀
万
葉
集

伊

○

○

○

○

○

夷

○

○

怡

○

○

○

○

以

○

○

○

○

異

○

○

○

○

已

○

○

○

移

○

○

易

○

○

○

イ
ヒ

イ
フ

揖

「
い
ふ
」

イ　イ
ナ

因

「
い
む
」

○

○

イ　イ
ナ

印

「
い
む
」

○

○

イ　イ
チ

壱

「
い
つ
」

○

○

○

射

○

胆

○

五
十

「
い
む
」

○

○

○

馬
声

○

肄

○

ゐ

稿
本

版
本  

古
事
記    

日
本
書
紀 

万
葉
集    

韋

○

○

○

○

為

○

○

○

○

位

○

○

○

○

威

○

○

○

謂

○

○

○

○

萎

○

○

○

委

○

○

○

偉

○

○

○

井

○

○

○

猪

○

○

○

居

○

○

○

尉

○

○

渭

○
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え（
あ
行
）
稿
本

版
本  

古
事
記

日
本
書
紀
万
葉
集

衣

○

○

○

愛

○

○

○

○

○

依

○

○

亜

○

哀

○

○

○

埃

○

○

○

榎

○

荏

○

○

得

○

可
愛

○

詠

○

え（
や
行
）
稿
本

版
本  

古
事
記

日
本
書
紀
万
葉
集

叡

○

○

○

○

延

○

○

○

○

○

曳

○

○

○

○

遙

「
え
う
」

○

○

要

○

○

○

兄

○

○

○

江

○

○

○

枝

○

○

○

吉

○

○

ゑ

稿
本

版
本  

古
事
記

日
本
書
紀
万
葉
集

恵

○

○

○

○

○

廻

○

○

慧

○

○

佪

○

衛

○

○

○

隈

○

○

○

穢

○

○

○

画

○

坐

○

座

○

咲

○

回

○

○

会

○

○

絵

○

淮

○
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お

稿
本

版
本  

古
事
記

日
本
書
紀
万
葉
集

意

○

○

○

○

○

於

○

○

○

○

隠

○

○

○

飫

○

○

○

○

淤

○

○

○

○

憶

○

○

○

○

応

○

○

オ
ヒ

オ
ホ

邑

○

○

オ
ノ

　
　

磤

○

○

○

オ　オ
ト

乙

○

○

○

○

億

○

を

稿
本

版
本  

古
事
記

日
本
書
紀
万
葉
集

乎

○

○

○

○

袁

○

○

○

○

烏

○

○

○

○

曰

○

○

遠

○

○

○

○

○

怨

○

○

呼

○

○

嗚

○

○

○

塢

○

○

○

弘

○

○

○

惋

○

○

○

ヲ　ヲ
チ

越

○

○

○

○

小

○

○

○

尾

○

○

○

少

○

○

麻

○

○

○

男

○

○

○

雄

「
を
う
」

○

○

緒

○

綬

○○

逈

○

迴

○
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以
上
は
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
所
収
「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
と
の
比
較
表
で
あ
る
た
め
、
対
象
外
と
な
っ
た
文
献
な

ど
に
つ
い
て
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
宣
長
が
実
際
に
見
て
い
た
写
本
・
版
本
か
ら
の
例
証
と
、
校
訂
を
経
た
現
代
テ
キ
ス
ト

か
ら
の
一
覧
表
の
差
異
に
も
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
右
の
表
に
よ
っ
て
、
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
所
収
「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
は
、
音
仮
名
・
二
合
仮
名
・
訓
仮
名
を
掲
出
し
て
い
る
た
め
、
訓

仮
名
に
つ
い
て
は
宝
暦
十
一
年
稿
本
も
安
永
五
年
版
本
も
、
当
然
、
掲
出
は
な
い
。
二
合
仮
名
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
は
「
古

書
」
へ
の
言
及
が
少
な
く
、
安
永
五
年
版
本
は
多
く
の
文
献
を
例
証
と
し
て
挙
げ
て
い
る
た
め
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

さ
て
、
音
仮
名
に
つ
い
て
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
を
中
心
に
細
か
く
比
較
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、「
い
」
の
仮
名
に
つ
い
て
は
、
宝
暦

十
一
年
稿
本
で
は
、「
古
書
」
に
あ
る
字
音
仮
名
と
し
て
挙
げ
る
「
伊
怡
以
異
已
易
」
の
六
字
う
ち
、「
已
」
以
外
は
『
日
本
書
紀
』
の
音

仮
名
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。「
ゐ
」
の
仮
名
つ
い
て
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
の
「
韋
為
位
威
謂
萎
委
偉
尉
」
の
九
字
の
う
ち
、

「
尉
」
以
外
の
文
字
は
『
日
本
書
紀
』
と
一
致
し
て
お
り
、
特
に
「
萎
委
偉
」
に
つ
い
て
は
、「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
で
載
せ
ら
れ
る

『
正
倉
院
文
書
』
や
「
風
土
記
」「
金
石
文
」
な
ど
の
他
の
文
献
の
万
葉
仮
名
と
も
一
致
せ
ず
、『
日
本
書
紀
』
の
み
に
一
致
す
る
。「
え
」

の
仮
名
に
つ
い
て
は
、
宣
長
は
、
あ
行
・
や
行
を
区
別
し
て
掲
出
し
て
い
な
い
が
、
右
の
表
で
は
、「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
に
あ
わ

せ
て
、表
を
分
け
た
。
あ
行
「
え
」
の
仮
名
「
衣
愛
哀
埃
詠
」
の
五
字
の
う
ち
、「
哀
埃
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
み
に
見
え
る
仮
名
で
あ
る
。

宣
長
が
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
取
り
上
げ
、
安
永
五
年
版
本
で
削
っ
た
「
詠
」
の
字
は
、「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
の
ど
の
文
献
に
も
用

例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証（

（1
（

』「
音
韻
類
字
」
条
に
は
「
え
」
の
仮
名
と
し
て
「
詠
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
宣
長
は
『
本
居
宣
長
随
筆（

（2
（

』
の
中
で
、『
日
本
書
紀
通
証
』「
音
韻
類
字
」
条
を
抄
録
し
て
お
り
、
こ
の
『
本
居
宣
長
随

筆
』
の
当
該
条
が
い
つ
頃
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
京
都
遊
学
中
と
み
ら
れ
る
。
や
行
「
え
」
の
仮
名
で
あ
る
「
叡

延
曳
要
」
の
う
ち
「
叡
延
曳
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
に
み
え
る
。「
要
」
に
つ
い
て
は
『
万
葉
集
』
の
み
に
一
致
す
る
。
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宝
暦
十
一
年
稿
本
の
「
え
ゑ
ノ
假
名
」
の
中
で
、「
万
葉
ニ
」
と
い
う
記
述
が
見
え
る
こ
と
か
ら
も
宝
暦
十
一
年
の
段
階
で
契
沖
の
『
万

葉
集
』
の
仮
名
遣
い
研
究
を
受
容
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
ゑ
」
の
仮
名
で
は
宝
暦
十
一
年
稿
本
の
「
恵
衛
隈
穢
囘
會
」
の
六
字
の

う
ち
、「
隈
穢
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
の
み
に
一
致
し
、「
衛
」
は
『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
に
一
致
す
る
。
宝
暦
十
一
年
稿
本

の
「
囘
會
」、
さ
ら
に
、
安
永
五
年
版
本
で
追
加
さ
れ
た
「
繪
淮
」
に
つ
い
て
は
「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
に
一
致
せ
ず
、
主
要
な
上

代
文
献
で
は
な
い
資
料
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。「
お
」
の
仮
名
に
つ
い
て
は
『
古
事
記
』
や
『
万
葉
集
』
と
も
一
致

す
る
た
め
、『
日
本
書
紀
』
を
主
た
る
文
献
と
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、「
隱
」
以
外
の
仮
名
に
つ
い
て
は
『
日
本
書

紀
』
と
一
致
し
、「
磤
」
は
『
日
本
書
紀
』
に
の
み
一
致
す
る
仮
名
で
あ
る
。「
を
」
の
仮
名
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、「
袁
」
が
『
日

本
書
紀
』
と
一
致
せ
ず
、『
日
本
書
紀
』
に
「
を
」
の
仮
名
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
曰
」
が
一
致
し
な
い
。「
嗚
弘
惋
」
の
三
字
は
『
日

本
書
紀
』
の
み
見
え
る
仮
名
で
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
、
安
永
五
年
版
本
と
も
に
一
致
す
る
。

　

以
上
、「
い
・
ゐ
」「
え
・
ゑ
」「
お
・
を
」
の
万
葉
仮
名
、
特
に
音
仮
名
に
つ
い
て
、
上
代
文
献
と
比
較
し
て
き
た
。
安
永
五
年
版
本
は
、

宝
暦
十
一
年
稿
本
に
比
べ
、「
古
書
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
仮
名
が
多
く
な
っ
て
お
り
、『
古
事
記
』
や
『
万
葉
集
』
に
の
み
一
致
す
る
仮

名
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
宣
長
は
『
万
葉
集
』
も
見
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
無
い
が
、
傾
向
と
し
て
は
、

『
日
本
書
紀
』
の
字
音
仮
名
と
多
く
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
宝
暦
十
一
年
に
お
け
る
宣
長
の
上
代
文
献
の
中
心
が
『
日
本
書
紀
』
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
居
宣
長
は
宝
暦
二
年
三
月
十
六
日
に
堀
景
山
に
入
門
し
た
後（

（2
（

、
宝
暦
四
年
九
月
二
十
八
日
に
『
日
本
書
紀
』
を
購
入
し
て
い
る（

（2
（

。
そ

の
後
、
宝
暦
六
年
七
月
二
十
六
日
に
は
、
師
・
景
山
よ
り
『
日
本
書
紀
』
を
伝
与
さ
れ
対
校
を
行
っ
て
い
る（

（2
（

。
さ
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

京
都
遊
学
中
に
記
し
た
『
本
居
宣
長
随
筆
』
で
は
、
谷
川
士
清
の
『
日
本
書
紀
通
証
』
を
抄
録
し
て
お
り
、『
本
居
宣
長
随
筆
』
に
お
け

る
抄
録
時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
上
記
抄
録
と
は
別
に
『
日
本
書
紀
通
証
』
の
「
倭
音
通
音
（
倭
語
通
音
）」
を
書
写
し
、
そ
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の
奥
書
に
「
宝
暦
乙
亥
孟
夏
晦
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
五
年
（
宝
暦
乙
亥
）
に
は
既
に
『
日
本
書
紀
通
証
』
を
披
見
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る（

（2
（

。

　

宣
長
は
、
こ
の
後
、
宝
暦
十
三
年
に
賀
茂
真
淵
と
出
会
い
、
本
格
的
に
『
古
事
記
』
の
研
究
を
は
じ
め
、『
古
事
記
伝
』
の
執
筆
に
取

り
か
か
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
頃
の
宣
長
自
筆
『
字
音
仮
字
用
格
』
の

草
稿
に
は
「
御
國
ノ
古
書
」
の
語
が
見
え
、
ま
た
、
そ
の
内
容
か
ら
も（

（2
（

、
明
和
八
年
に
は
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
概
念
の
も

と
、「
お
」「
を
」
の
所
属
を
、
あ
行
「
お
」、
わ
行
「
を
」
に
正
す
考
え
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
和
八
年
は
『
古
事
記
伝
』
一
之

巻
に
『
直
毘
霊
』
と
し
て
収
め
ら
れ
た
『
直
霊
』
が
成
稿
し
た
年
で
あ
る
。
ま
た
、
安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
に
お
い
て
『
古

事
記
伝
』
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
真
淵
と
の
出
会
い
以
降
、
宣
長
の
上
代
文
献
の
研
究
の
中
心
と
な
る
の
は
、
間

違
い
な
く
『
古
事
記
』
で
あ
り
、
宣
長
の
『
古
事
記
』
研
究
は
、
安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
の
成
立
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
に
み
る
「
古
書
」
の
傾
向
や
、
宣
長
の
京
都
遊
学
中
に
お
け

る
活
動
を
み
れ
ば
、『
古
事
記
』
研
究
を
開
始
す
る
以
前
に
お
け
る
宣
長
の
上
代
文
献
に
対
す
る
学
問
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
は
、
む
し

ろ
『
日
本
書
紀
』
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
の
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
を
中
心
に
、
安
永
五
年
版
本
と
の
比
較
を
通
し
て
、
内
容

の
相
違
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
宣
長
の
字
音
仮
名
遣
い
の
研
究
と
古
典
研
究
の
展
開
を
見
て
き
た
。

　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
の
宝
暦
十
一
年
稿
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も
あ
る
が
、
伊
勢
松
阪
に
あ
っ
た
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
た

『
字
音
仮
字
用
格
』
の
草
稿
本
で
あ
る
。
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平
安
時
代
の
中
頃
か
ら
言
葉
に
発
音
上
の
区
別
が
無
く
な
り
、
中
世
以
降
は
、
藤
原
定
家
が
定
め
た
定
家
仮
名
遣
い
が
定
着
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
仮
名
遣
い
に
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
入
り
、
契
沖
に
よ
っ
て
仮
名
遣
い
研
究
は
大
き
く
進
展
し
た
が
、

あ
行
・
や
行
・
わ
行
の
喉
音
三
行
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
は
、
未
だ
問
題
が
残
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
本
居
宣
長
は
、
契
沖
の
仮
名
遣
い

研
究
や
文
雄
の
『
韻
鏡
』
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
の
中
で
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
の
概

念
に
よ
っ
て
、
従
来
混
同
さ
れ
て
い
た
「
お
」
と
「
を
」
の
仮
名
遣
い
の
所
属
を
正
し
、
あ
行
「
お
」、
わ
行
「
を
」
で
あ
る
こ
と
を
論

じ
た
。
し
か
し
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
未
だ
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
概
念
は
見
出
せ
ず
、
わ
行
を
基
準
と
し
て
、
あ
行
「
を
」・

わ
行
「
お
」
と
分
類
し
て
お
り
、
あ
行
を
基
準
と
し
て
、
あ
行
「
お
」・
わ
行
「
を
」
と
分
類
す
る
安
永
五
年
版
本
と
で
は
内
容
が
大
き

く
異
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
宣
長
は
、
安
永
五
年
版
本
で
は
、
古
文
献
の
例
証
を
あ
げ
て
仮
名
遣
い
を
説
明
す
る
一
方
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
、
契
沖
説

に
大
き
く
依
拠
し
て
、
反
切
上
字
に
よ
っ
て
仮
名
遣
い
の
所
属
を
判
断
し
て
お
り
、
具
体
的
な
文
献
名
を
挙
げ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
宣
長
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
に
お
い
て
も
「
古
書
」
と
い
う
形
で
字
音
仮
名
を
掲
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
文
献
に

お
け
る
仮
名
遣
い
に
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
と
安
永
五
年
版
本
と
で
、
宣
長
が
、

ど
の
よ
う
な
文
献
に
基
づ
い
て
仮
名
遣
い
研
究
を
行
っ
て
い
た
の
か
、
そ
の
変
遷
を
確
認
し
て
き
た
。
安
永
五
年
版
本
が
『
古
事
記
』
や

『
日
本
書
紀
』『
万
葉
集
』
な
ど
、
多
く
の
古
文
献
の
例
証
を
博
捜
し
て
い
る
の
に
対
し
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
は
「
古
書
」
の
例
と
し
て

い
る
仮
名
遣
い
に
は
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
と
し
た
文
献
の
利
用
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

宣
長
は
安
永
五
年
版
本
の
「
凡
例
」
に
お
い
て
、『
字
音
仮
字
用
格
』
が
音
を
論
じ
る
書
で
は
な
く
、
仮
名
遣
い
を
論
じ
る
書
で
あ
る

た
め
、
中
国
の
韻
書
で
無
く
、「
御
國
ノ
古
書
」
に
例
証
を
求
め
る
こ
と
の
必
然
性
を
述
べ
る
。
無
論
、
仮
名
遣
い
を
論
じ
る
上
で
は
、

音
の
問
題
は
不
可
分
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
宣
長
は
「
御
國
ノ
音
ノ
軽
重
」
と
い
う
独
自
概
念
に
よ
っ
て
、「
お
」
と
「
を
」
の
仮
名
遣
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い
の
弁
別
を
行
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、「
御
國
ノ
古
書
」
と
呼
ば
れ
る
上
代
を
中
心
と
し
た
古
文
献
の
仮
名
遣

い
で
あ
る
。
宣
長
は
宝
暦
十
三
年
に
賀
茂
真
淵
と
出
会
い
、『
古
事
記
』
研
究
に
邁
進
し
、『
古
事
記
伝
』「
書
紀
論
ひ
」
の
中
で
『
日
本

書
紀
』
よ
り
も
『
古
事
記
』
の
重
要
性
を
論
じ
る
。
し
か
し
、
宣
長
の
研
究
活
動
を
み
て
い
く
と
、『
古
事
記
』
研
究
へ
と
進
む
以
前
に

お
け
る
宣
長
の
上
代
の
古
典
作
品
研
究
の
出
発
点
に
は
『
日
本
書
紀
』
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

註（
1
）　
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
五
年
）。
大
野
晋
氏
の
「
解
題
」
に
よ
れ
ば
、『
假
名
都
加
比
』
は
、
宣
長
自
身
の
著
作
で
あ
る
か
、

宣
長
が
他
の
成
書
か
ら
書
写
し
た
か
不
明
と
し
て
い
る
。

（
2
）　
「
喉
音
三
行
」
に
関
わ
る
論
争
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
釘
貫
亨
「『
喉
音
三
行
弁
』
論
争
史
」（『
近
世
仮
名
遣
い
論
の
研
究
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
平

成
十
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
3
）　

釘
貫
亨
「『
お
を
』
の
行
所
属
と
本
居
宣
長
『
字
音
仮
字
用
格
』」（
註
2
前
掲
同
書
）。

（
4
）
横
山
重
『
書
物
博
捜
』
上
（
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
三
年
）。
横
山
重
氏
の
も
と
に
渡
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
『
文
学
に
お
け
る
王
権
象
徴
の
表
現
の
研

究　

平
成
二
十
一
年
度 

國
學
院
大
學
文
学
部 
共
同
報
告
書
』（
秋
山
嘉
奈
子 

担
当
執
筆
、松
尾
葦
江
・
吉
田
永
弘 

編
、平
成
二
十
二
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
5
）　

鈴
木
淳
・
岡
中
正
行
・
中
村
一
基 

編
著
『
本
居
宣
長
と
鈴
屋
社
中
―
『
授
業
門
人
姓
名
録
』
の
総
合
的
研
究
―
』（
錦
正
社
、
昭
和
五
十
九
年
）。

（
6
）　
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
十
巻
（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
年
）。

（
7
）　

本
居
清
造 

編
『
本
居
全
集
』
首
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
三
年
）。

（
8
）　
『
乾
家
累
代
記
録
』
は
「
松
阪
市
清
水
町　

乾
家
文
書
」（
郷
土
資
料
室 

所
蔵
文
書
目
録
〔
第
十
一
集
〕
家
別
文
書
十
、
松
阪
市
産
業
文
化
部
文
化
課
郷

土
資
料
室 

編
、
松
阪
市
、
令
和
三
年
）
に
よ
る
。「
乾
家
文
書
」
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、『
乾
家
累
代
記
録
』
は
、
乾
家
・
第
十
一
代
の
正
二
郎
の
頃

に
乾
家
に
伝
来
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
、明
治
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
が
、い
つ
頃
、「
凹

邨
文
庫
」
に
蔵
さ
れ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
第
七
代
当
主
・
乾
富
敬
の
生
没
年
が
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
宣
長
没
後
の
可
能
性
が
あ
る
。
乾
家
は
、
中
興
の
祖
で
あ
る
第
五
代
・
富
脩
が
下
蛸
路
村
堀
口
家
・
分
家
の
八
郎
次
家
か
ら
養
子
と
な
っ
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た
の
を
は
じ
め
、
松
阪
の
商
家
か
ら
養
子
を
と
り
な
が
ら
、
家
督
を
嗣
い
で
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
9
）　

鈴
木
淳
「『
授
業
門
人
姓
名
録
』
と
門
人
の
範
囲
」（
註
5
前
掲
同
書
）。

（
10
）　

近
世
に
お
け
る
松
阪
の
久
保
村
は
、
現
在
の
三
重
県
松
阪
市
東
久
保
町
（
旧
・
飯
野
郡
久
保
村
）
と
松
阪
市
久
保
町
（
旧
・
飯
高
郡
久
保
村
）
の
二
箇

所
が
あ
る
。
東
久
保
町
は
伊
勢
津
藩
の
領
地
で
あ
り
、
久
保
町
は
紀
伊
和
歌
山
藩
の
領
地
で
あ
る
が
、
乾
家
が
居
を
構
え
る
清
水
村
が
伊
勢
津
藩
の
領
地

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
・
東
久
保
町
の
こ
と
か
。
現
・
東
久
保
町
（
旧
・
飯
野
郡
久
保
村
）
は
清
水
村
と
同
じ
く
櫛
田
川
沿
い
に
存
す
る
。

（
11
）　

大
野
晋
「
解
題
」（
註
1
前
掲
同
書
）。

（
12
）　

天
理
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
に
つ
い
て
は
、『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
』
和
漢
書
之
部
第
一
（
天
理
図
書
館 

編
、天
理
図
書
館
、

昭
和
十
五
年
、
天
理
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
絶
版
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
拠
る
）
の
『
鈴
屋
歌
集
巻
二
』（
宣
長
翁
残
六
―
一
七
五
。「
宣
長
翁
残
芳 

一
函
」〔
請
求
番
号
：
〇
一
八
―
イ
一
〕
と
し
て
一
括
所
蔵
さ
れ
る
）
の
項
目
に
大
野
氏
の
指
摘
と
同
様
の
内
容
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
天
理
図
書
館
蔵
『
鈴

屋
歌
集
巻
二
』
は
、
天
理
図
書
館
蔵
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
の
他
に
い
く
つ
か
の
稿
本
の
紙
背
を
利
用
し
て
、
紙
縒
り
綴
じ
で
綴
じ
直
し

た
冊
子
本
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

（
13
）　

安
永
五
年
版
本
『
字
音
仮
字
用
格
』
の
引
用
は
『
玉
あ
ら
れ
、
字
音
假
字
用
格
』（
勉
誠
社
文
庫
、
勉
誠
社
、
昭
和
五
十
一
年
）
に
拠
る
。

（
14
）　

本
居
宣
長
記
念
館
に
は
「
鈴
屋
之
印
」
の
蔵
書
印
を
も
つ
『
和
字
正
濫
要
略
』
の
写
本
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
（
北
岡
四
良
・
岡
本
勝
編
『
本
居
宣
長
記

念
館　

蔵
書
目
録
3
』、
松
阪
市
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
二
年
）。
し
か
し
、
宝
暦
十
一
年
の
段
階
で
、
宣
長
が
既
に
契
沖
の
『
和
字
正
濫
要
略
』
を
見

て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ
る
。

（
15
）　

宣
長
は
、
あ
行
と
わ
行
の
「
ウ
」
の
仮
名
の
字
体
に
つ
い
て
、
反
切
に
よ
る
仮
名
遣
い
の
所
属
を
説
明
す
る
た
め
に
書
き
分
け
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
、
適
宜
、
あ
行
と
わ
行
の
「
ウ
」
の
仮
名
を
書
き
分
け
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
宝
暦
十
一
年
稿
本
で
、
宣
長
が
書
き
分
け
て
い
る
場
合
に
の
み
、
あ

行
「
ウ
」
わ
行
「

」
と
し
た
。

（
16
）　

註
1
前
掲
同
書
の
口
絵
に
拠
る
。
松
阪
市
蔵
「
字
音
仮
字
用
格
自
筆
資
料
」
の
紙
背
は
、『
詞
の
玉
緒
』
の
自
筆
資
料
で
あ
る
。

（
17
）　

宣
長
の
呉
音
・
漢
音
の
判
断
の
曖
昧
さ
に
つ
い
て
は
、
沼
本
克
明
「
宣
長
大
人
の
『
字
音
仮
字
用
格
』」（『
帰
納
と
演
繹
と
の
は
ざ
ま
に
揺
れ
動
く
字
音

仮
名
遣
い
を
論
ず
―
字
音
仮
名
遣
い
入
門
―
』、
汲
古
書
院
、
平
成
二
十
六
年
）
が
、
訓
点
資
料
に
基
づ
い
て
、
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

（
18
）　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』（
三
省
堂
、
昭
和
四
十
二
年
）。『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

上
代
編
』
所
収
「
主
要
万
葉
仮
名
一
覧
表
」
の
掲
出
順
は
、

音
仮
名
・
二
合
仮
名
・
訓
仮
名
の
順
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
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（
19
）　

谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
証
』（
国
民
精
神
文
化
文
献 

十
五
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
昭
和
十
二
年
）。

（
20
）　

本
居
宣
長
『
本
居
宣
長
随
筆
』
巻
二
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
三
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
六
年
）。

（
21
）　

本
居
宣
長
『
在
京
日
記
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
九
年
）。

（
22
）　

本
居
宣
長
『
宝
暦
二
年
以
後
購
求
謄
写
書
籍
』（
註
6
前
掲
同
書
）。

（
23
）　

堀
景
山
伝
与
本
『
日
本
書
紀
』
は
、
正
徳
四
年
版
本
『
神
代
巻
』
と
寛
文
九
年
版
本
『
日
本
書
紀
』（
巻
第
三
～
三
十
）
の
取
り
合
わ
せ
本
三
十
巻
九
冊

で
、
景
山
が
巻
第
十
八
の
途
中
ま
で
、
小
野
田
重
好
本
を
以
て
対
校
し
、
契
沖
の
『
厚
顔
抄
』
か
ら
増
註
し
て
し
た
も
の
を
、
宣
長
が
景
山
か
ら
伝
与
さ

れ
、
対
校
を
行
っ
た
本
で
あ
る
。
堀
景
山
伝
与
本
『
日
本
書
紀
』
と
景
山
の
『
日
本
書
紀
』
研
究
に
つ
い
て
は
、
高
橋
俊
和
「
堀
景
山
伝
与
本
『
日
本
書

紀
』
考
」（『
堀
景
山
伝
考
』、
研
究
叢
書
四
八
一
、
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
24
）　

大
久
保
正
「
解
題
」（
註
20
前
掲
『
本
居
宣
長
全
集
』）。
宣
長
は
明
和
年
間
に
谷
川
士
清
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
、『
日
本
書
紀
通
証
』
の
神
代
巻
の
注

釈
ま
で
披
見
し
て
い
る
も
の
の
、
人
皇
巻
の
注
釈
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
借
用
の
願
い
を
記
し
て
い
る
（
大
阪
府
豊
中
市 

服
部
天
神

文
庫
蔵
「
明
和
某
年
八
月
十
二
日　

谷
川
士
清
宛
」（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
七
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
十
二
年
））。

（
25
）　
『
21
世
紀
の
本
居
宣
長
』（
朝
日
新
聞
社
、
平
成
十
六
年
）。
谷
川
士
清
が
本
居
宣
長
に
宛
て
た
明
和
八
年
二
月
七
日
付
書
簡
で
は
、
士
清
は
宣
長
の
『
字

音
仮
字
用
格
』
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
士
清
が
披
見
し
た
『
字
音
仮
字
用
格
』
は
、
宣
長
記
念
館
所
蔵
の
明
和
八
年
頃
の
草
稿
本
と
同
じ
、
乃
至

は
極
め
て
近
い
内
容
の
『
字
音
仮
字
用
格
』
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、「
お
」「
を
」
の
所
属
を
正
し
た
後
の
も
の
と
考
え
れ
る
。
谷
川
士
清
の
書
簡
は
『
新

版 

本
居
宣
長
の
不
思
議
』（
公
益
財
団
法
人
鈴
屋
遺
蹟
保
存
会 

本
居
宣
長
記
念
館
、
平
成
二
十
五
年
）
に
よ
る
。

【
附
記
】
本
稿
で
取
り
上
げ
た
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
・
宝
暦
十
一
年
稿
本
『
字
音
仮
名
遣
』
の
調
査
は
、
平
成
二
十
八
年
度
文
部
科
学

省
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
「「
古
事
記
学
」
の
推
進
拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代
に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の
先
端
的
研
究
・

教
育
・
発
信
―
」
の
一
環
と
し
て
、
調
査
が
始
め
ら
れ
、
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
継

続
し
て
進
め
ら
れ
た
調
査
に
基
づ
く
事
業
成
果
で
あ
る
。
な
お
、
事
業
成
果
の
一
環
と
し
て
、
令
和
三
年
度
に
國
學
院
大
學
博
物
館
で
特

別
展
「『
日
本
書
紀
』
撰
録
一
三
〇
〇
年
―
神
と
人
と
を
結
ぶ
書
物
―
」（
会
期
：
令
和
三
年
九
月
十
六
日
（
木
）
～
十
一
月
十
三
日
（
土
））

を
開
催
し
、
展
示
図
録
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
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